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詳しい操作説明は、 F -07 D に搭載されている「取扱説明書」アプリ （ eHJ セツ）をご覧ください。 





はじめに 

「 F -07 D 」 をお買い上げいただきまして、まこと 
にありがとラございまず。 

ご使用の前やご利用中に、本書をお読みいただを、 
正しくお使いください。 


本端末のご使用にあたつ 


• 本端末は、 W-CDMA • GSM/GPRS • 無線 LAN で 
式に対応しています。 

• 本端末は無線を利用しているため、トンネル•地 
下.建物の中などで電波の届かない所、屋外でち電 
波の弱い所および FOMA ヴービスエ U ア外ではご使 
用になれません。また、高層ビル•マンションなど 
の高層階で見晴らしのよい所であってちご使用にな 
れない場合びあります。なお、電波び強く電波状態 
アイコンび4本表示されている状態で、移動せずに 
使用している場合でち通話び切れることびあります 
ので、ご了承ください。 

• 本端末は電波を利用している関係上、第王者により 
通話を傍受されるケースちないとはいえません。し 
かし、 W-CDMA • GSM / GPRS 方式では秘、言舌機含旨 
をすベての通話について自動的にサポートしますの 
で、第兰者び受信機で傍受したとしても、ただの雑 
音としか聞さ取れません。 

• 本端末は、音声をデジタル信号に変換して無線によ 
る通信を行っていることから、電波状態の悪い所へ 
移動するなど、送信されてさたデジタル信号を正確 
に復元でさない場合には、実際の音声と異なって聞 
こえる場合びあります。 

• お客様ご自身で本端末に登録された情報内容（連絡 
先、スケジュール、メモなど）は、別にメモを取る 
などして保管してくださるよラお願いします。本端 
末の故障や修理、機種変更やその他の取り扱いなど 
によって、万び 一、 登録された情報内容び消失して 
しまラことびあってち、当社としては責任を負いか 
ねますのであらかじめご了承ください。 

• 本端末はパソコンなどと同様に、お客様びインス 
トールを行ラアプ U ケーションなどによっては、お 
客様の端末の動作び不安定になった0、お客様の位 
置情報や本端末に登録された個人情報などびイン 
夕ーネットを経由して外部に発信され不正に利用さ 


れたりする可能性びあります。このため、ご利用さ 
れるアプ U ケーシヨンなどの提供元および動作状況 
について十分にご確認の上ご利用ください。 

• 大切なデータは microSD カードおよびパソコンに保 
をすることをおすすめします。 

•本端末は、 FOMA プラスエ U アおよび FOMA 八イス 
ピードエ U アに対応しております。 


SIM □ック解除 


本端末は SIM □ック解除に対応しています。 SIM □ッ 
クを解除すると他社の SIMA — ドを使用することびで 
をます。 

• SIM □ック解除は、ドコモショップで受付をしてお 
ります。 

• 別途 SIM □ック解除手数料びかかります。 

• 他社の SIM カードをご使用になる場合、ご利用にな 
れるサービス、機能などび制限されます。当社では、 
一切の動作保証はいたしませんので、あらかじめご 
了承ください。 

• SIM □ック解除に関する詳細については、ドコモの 
ホームページをご確認ください。 


操作説明 


r クイックスタートガイド」（冊子) 


画面の表示内容や基本的な機能の操作について説明 


「取扱説明書」（本端末に搭載) 


すべての機能の案内や操作について説明 

アプ U ケーシヨンメニューで[取扱説明書]^検索 

方法を選択 


「取扱説明書」 （ PDF フ; 


すべての機能の案内や操作について説明 
〈パソ]ンか b > http :// www . nttdocomo . co . jp / 
support / trouble / manual / download / index.html 
※最新情報びダウン□ー ドでさます。 






本化付属品および主なオプシヨ 
ン品 


〈 本体付属品〉 _ 

F -07 D (リアカバ ー F 68、 保証書含む) 



クイックスタートガイド 電池パック F 24 



卓上ホルダ F 34 



PC 接続用 USB 
ケーブル TO 1 



microSD 力ード （2 GB ) 
(試供品)(取扱説明書付き) 

□ 

《お買い上げ時にあ5かじめ本端末 
に取り付けられてしほす。 

FOMA 巧電 microUSB 
変換アダプタ T 01 


〈主なオプシヨン品〉 



• 本書においては、 rF -07 D 」 を「本端末」と表 
記しています。 

• 本書に掲載している画面およびイラストはイ 
メージです。実際の製品とは異なる場合びあり 
ます。 

• 本書はホームアプ U び docomo Palette Ul の場 
合で説明しています。 

• 本書の内容の一部、または全部を無断転載する 
ことは、禁止されています。 

• 本書の内容やホームページの URL および記載内 
容は、将来予告なしに変更することびあります。 
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日電話/ネットワークサービス- 

電話をかける . 

電話を受ける . 

通話中の操作 . 

通話履歴 . 

電話帳 . 

電話帳 コピーツール . 

マイプ□フイール . 

利用でさるネットワークサービス . 


B ご ffi 用前の確認と設定 ....... 

各部の名称と機能 . 

ドコモ miniUlM 力ード . 

micraSD 力ード . 

電池パック . 

お電 

電源 ON/OFF . 

基本操作（タッチパネルの使いかた）.. 

初期設定 . 

画面表示/アイコン . 

文字入力 . 

□ック/セキュリティ . 

ホーム 画面 . 

アプ U ケーシヨン画面 . 


■本体付属品および主なオプション品 . 1 

■本端末のご利用にあたってのミ主意事項 ...... 3 

■ま全上のごま意 G ぶずお守りください）.…4 

■取り扱い上のごま意 . 11 

■防水性能 . 16 
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B 各種設定 . 

設定メニュー . 

無線とネットワーク 


。ール/インターネット 

sp モードメール . 

SMS . 

E メール . 

Gmail . 

緊急速報「エ U アメール」 . 

ブラウヴ . 


而録/索引 . 

オプション-関連機器のご紹介... 
トラブルシューティング ( FAQ ) 

保証とアフターサービス . 

ソフトウェア更新 . 

携帯電話機の比吸収率 （ SAR ).... 

輸出管理規制 . 

知的財産権 . 

索引 . 
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本端末のご利用にあたってのま 
意事頃 


• 本端末は i モードのサイト（番組）への接続、 i ア 
プ U などには対応しておりません。 

• Goo 邑 le アプ U ケーションおよびサービス内容は、 
将来予告なく変更される場合びあります。 

•本端末は、データの同期や最新ソフトウェアバー 
ジョンをチェックするための通信やサーバーとの接 
続を維持するための通信などを一部自動的に行ラ仕 
様となっています。また、アプ U ケーションのダウ 
ン□ー ドや動画の視聴などデータ量の大をい通信を 
行ラと、パケット通信料び高額になりますので、パ 
ケット定額サービスのご利用を強くおすすめします。 

• 本端末のソフトウェアを最新の状態に更新すること 
びでさます。 

•端末の品質改善に対応したアップデートや、オペ 
レーテイングシステム （0 S ) のバージョンアップを 
行ラことびあります。バージョンアップ後に、ちい 
ノ（ージョンで使用していたアプ U ケーションび使え 
なくなる場合や意図しない不具合び発生する場合び 
あります。 

• microSD 力ードや端末の容量びいっぱいに近い状態 
のとさに、起動中のアプ U ケーションび正常に動作 
しなくなる場合びあります。そのとさは保存してい 
るデータを削除してください。 

•紛失に備え画面□ックのパスワードを設定し、端末 
のセキュ U テイを確保してください。 

• Goo 邑 le び提供するヴービスについては 、 Google 
Inc . の利用規約をお読みください。また、そのほか 
のウェブサービスについては、それぞれの利用規約 
をお読みください。 

• 本端末では、ドコモ miniUlM 力ードのみご利用にな 
れます。ドコモ UIM 力ード、 FOMA 力ードをお持ち 
の場合には、ドコモショップ窓口にてドコモ 
miniUlM 力ードにお取り替えください。 


•万び一紛失した場合は 、 Google I ク、 Gmail 、 
Android マー ケッ トなどの Goo 旨 le ヴービスや、 
Twitter などのサービスを他人に利用されないよう 
に、パソコンから各種アカウントのパスワードを変 
要してください。 

• SP モード 、 mopera U およびビジネス mopera イン 
夕ーネット （ VPN 設定は PPTP のみに限定）外の 
プ□バイダはサポートしておりません。 

• テヴ U ングのご利用には、 SP モードのご契約び必要 
です。 

• テヴ U ング利用時は、パケット通信料び高額になる 
場合びありますので、パケット定額サービスへのご 
加入を強くおすすめします。 

• ご利用時の料金など詳細については、 http :// 
www . nttclocomo . co . jp / をご覧ください。 
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證がご注意圆守。く 


• ご使用の前に、この「安全上のごを意」をよくお読 
みの上、正しくお使いください。また、お読みに 
なった後は、大切に保管してください。 

• ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の 
人への危害、財産への損害を未然に防ぐための内容 
を記載していますので、必ずお守り<ださい。 

• 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用 
をした場合に生じる危害や損害の程度を説明してい 
ます。 


A 危険 

この表示は、取り扱いを誤った 
場合、「死 t または重傷を負ラ危 
険び切迫して生じることび想定 
される」内容です。 


警告 

この表示は、取り扱いを誤った 
場合、「死 t または重傷を負ラ巧 
能性び想定される」内容です。 

主意 

この表示は、取り扱いを誤った 
場合、「軽傷を負ラ可能性び想定 
される場合および物的損害の発 
生び想定される」内容です。 


•次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明し 
ています。 


( S ) 

禁止 

禁止（してはいけないこと）を示します。 

($) 

分解禁止 

分解してはいけないことを示す記号です。 

瓣 

證れ手禁止 

濡れた手で扱ってはいけないことを示す 
記号です。 

凝） 

水濡れ禁止 

水びかかる場所で使用したり、水に濡ら 
したりしてはいけないことを示す記号で 
す。 


〇 

指示 

指示に基づく行為の強制（必ず実行して 
いただくこと）を示します。 

を 

電源プラ 
グを巧く 

電源プラグをコンセントから抜いていた 
だくことを示す記号です。 


■ r ま全上のご注意」は次の項目に分けて説明し 
ていまず。 

本端末、電池パック、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ 


miniUlM 力ードの取り巧い（共通） . 已 

本端末の取り扱い . 6 

電池パックの取り扱い . 7 

アダプタ、卓上ホルダの取り扱い . 8 

ドコモ miniUlM 力ードの取り扱い . 9 

医用電気機器近くでの取り扱い . 9 

材質一覽 . 10 
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♦本端末、電池パック、アダプタ、卓上ホ 
ルダ、ドコモ miniUlM 力ードの取り扱 
い供通） 


/ K ち険 

0 乂のそば、直射日光の当たる場所、炎天下 
の車内などの高温の場所で使用、保管、放 
禁止 置しないでください。 

乂災、やけど、けがの原因となります。 


^電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器 
^に入れないでください。 

禁止乂災、やけど、けび、感電の原因となります。 


分解禁止 


分解、改造をしないでください。 

义災、やけど、けび、感電の原因となります。 


水や飲料水、ぺットの尿などで濡5さない 
哪でくださぃ。 

水濡れ禁止火災、やけど、けび、感電の原因となります。 

防水性能にっぃてはこちらをご参照くださぃ。^ 
P ] 巨 


A 本端末に使用する電池パックおよびアダプ 
け夕は、 NTT ドコモが指定したものを使用 
指示して < ださい。 

乂災、やけど、けが、感電の原因となります。 

A 警告 

0 強い力や衝撃を与えたり、投げ付けたりし 
ないで < ださい。 

禁止乂災、やけど、けが、感電の原因となります。 


Q 巧電端子やが部接続端子に導電性異物（金 
属片、鉛筆の芯など）を接触させないでく 
禁止 ださい。また、内部に入れないでくださ 
い。 

乂災、やけど、けび、感電の原因となります。 


ベ、^使用中ゃ巧電中に、巧団などで覆ったり、 
W 包んだりしないでください。 

禁止乂災、やけどの原因となります。 


〇 ガソリンスタンドなど引乂性ガスが発生す 
る場所に立ち入る場合は必ず事前に本端末 
指示 の電源を切り、充電をしている場合は中止 
して < ださい。 

ガスに弓 I 火する恐れびあります。 

ガソ U ンスタンド構内などでおサイフケータイを 
ご使用になる際は必ず事前に電源を切った状態で 
使用してください。 

(おサイフケータイ□ック設定を設定されている 
場合には□ックを解除した上で電源をお切りくだ 
さい） 


A 使用中、巧電中、保管時に、異臭、発熱、 
変色、変おなど、いままでと異なるとさ 
指示 は、直ちに次の作業を行ってください。 

• 電源プラグをコンセントやシガーライターソ 
ケットか!5巧く。 

• 本端末の電源を切る。 

• 電池パックを本端末から取りがず。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 

A 注意 

0 ぐ5ついた台の上や傾いた場所など、すま 
定な場所には置かないでください。 

禁止落下して、けびの原因となります。 


0 湿気やほこりのをい場所や高温になる場所 
には、保管しないで<ださい。 

禁止乂災、やけど、感電の原因となります。 


〇 子供が使用ずる場合は、保護ちが取り扱い 
の方法を教えてください。また、使用中に 
指示 おいても、指示どおりに使用しているかを 
ご確認ください。 

けびなどの原因となります。 


〇 乳幼巧の手の届かない場所に保管して<だ 
さい。 

指示誤って飲み込んだり、けびなどの原因となったり 
します。 
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〇 本端末をアダプタに接続した状態で長時間 
連続使用される場合には特にご注意くださ 

指示 し、。 

充電しなびらアプ U ケーシヨンや通話、ワンセグ 
視聴などを長時間行ラと本端末や電池パック•ア 
ダフタの温度び高くなることびあります。 

温度の高い部分に直接長時間触れるとお客様の体 
質や体調によっては肌に赤みやかゆみ、かぶれな 
どび生じたり、低温やけどの原因となったりする 
恐れびあります。 

♦本端末の取り扱い 


A 警告 

0 ホが線ポートを目に向けて送信しないでく 
ださい。 

禁止目に悪影響を及ぼす原因となります。 


^赤外線通信使用時に、赤外線ポートをホが 
じゾ線装置のついた家電製品などに向けて操作 
禁止 しないで<ださい。 

赤外線装置の誤動作により、事故の原因となりま 
す。 


Q 本端末内のドコモ miniUlM 力ードや 

microSD 力ード挿入□に水などの液体や 
禁止 金属片、燃えやすいものなどの異物を入れ 
ないで < ださい。 

义災、やけど、けび、感電の原因となります。 


〇 航空機内や病院など、使用を禁止された区 
域では、本端末の電源を切ってください。 

指示電子機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原因と 
なります。 

医療機関内における使用については各医療機関の 
指示に従ってください。 

航空機内での使用などの禁止行為をした場合、法 
令により罰せられます。 

ただし、電波を出さない設定にすることなどで、 
機内で本端末び使用でさる場合には、航空会社の 
指示に従ってご使用<ださい。 


6 目次/ミ主意事項 


〇 八ンズフリーに設定して通話ずる際や、着 
信音が鳴っているときなどは、必ず本端末 
指示 を耳か 5 離してください。 

また、イヤホンマイクなどを本端末に装着 
し、ゲームや音楽再生などをする場合は、 
適度なボリュームに調節してください。 
音量び大さすざると難聴の原因となります。 

また、周囲の音び聞こえに<いと、事故の原因と 
なります。 


〇 む臓の弱い方は、着信バイプレータ（振 
動）や着信音量の設定にミ主意して<ださ 

指示 し、。 

む臓に悪影響を及ぼす原因となります。 


〇 医用電気機器などを装着している場合は、 
医用電気機器メーカもしくは販売業をに、 
指示 電波による該響についてご確認の上ご使用 
<ださい。 

医用電気機器などに悪影響を及ぼす原因となりま 
す。 


〇 高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子 
機器の近くでは、本端末の電源を切ってく 
指示 ださい。 

電子機器び誤動作するなどの悪影響を及ぼす原因 
となります。 

《ごミ主意いただきたい電子機器の例 

補聴器、植込み型必臓ペースメーカおよび植込 
み型除細動器、その他の医用電気機器、乂災報 
知器、自動ドア、その他の自動制御機器など。 
植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除細 
動器、その他の医用電気機器をご使用されるち 
は、当該の各医用電気機器メーカちしくは販売 
業者に電波による影響についてご確認くださ 
い。 












〇 万が一、ディスプレイ部やカメラのレンズ 
を破損した際には、割れたガラスや露出し 
指示 た本端末の内部にご注意ください。 

ディスプレイ部は強化ガラスを使用しております 
び、万び一割れた場合に破損部や露出部に触れま 
すと、けがの原因となります。また、カメラのレ 
ンズの表面には、プラスチックパネルを使用しガ 
ラスび飛散りにくい構造となっておりまずび、 
誤って割れた破損部や露出部に触れますと、けび 
の原因となります。 

A ま意 

0 アンテナ、ストラップなどを持って本端末 
を振り回さないでください。 

禁止本人や他の人に当たり、けびなどの事故の原因と 
なります。 


^本端末が破損したまま使用しないでくださ 

禁止义災、やけど、けび、感電の原因となります。 


ベ、^モーシヨンセンサーのご使用にあたって 
W は、必ず周囲のま全を確認し、本端末を 
禁止しっかりと握り、必要 1 U 上に振り回さない 
で < ださい。 

けびなどの事故の原因となります。 


0 誤ってディスプレイを破損し、液晶が漏れ 
た場合には、顔や手などの皮膚につけない 
&' と でぐド■'さ■し、 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 

液晶び目や□に入った場合には、すぐにされいな 
水で洗い流し、直ちに医師の診断を受けてくださ 
い。 

また、皮膚やを類に付着した場合は、すぐにアル 
コー J レなどでおさ取り、石酸で水洗いしてくださ 
い。 


A 自動車内で使用する場合、自動車メーカも 
V しくは販売業ちに、電波による該響につい 
指示 てご確認の上ご使用ください。 

車種によっては、まれに車載電子機器に悪影響を 
及ぼす原因となりますので、その場合は直ちに使 
用を中止して < ださい。 


〇 お客様の体質や体調によっては、かゆみ、 
かぶれ、湿疹などが生じることがありま 
指示す。 異状が生じた場合は、直ちに使用をや 
め、医師の診療を受けてください。一 r 材 
質一覧 ( PIO)J 


A ディスプレイを見る際は、十分明るい場所 
で、画面か5ある程度の距離をとってご使 
指示 用<ださい。 

視力低下の原因となります。 

♦電池パックの取0扱い 


■ 電池パックのラベルに記載されている表示によ 
り、電池の種類をご確認ください。 


表示 

電池の種類 

Li-ion 00 

U チウムイオン電池 


ZK 危険 

/ e \ 端子に針金などの金属類を接触させないで 
W ください。また、金属製ネックレスなどと 
禁止一緒に持ち運んだり、保管したりしないで 
<ださい。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


0 電池パックを本端末に取り付けるとをは、 
電池パックの向をを確かめ、うまく取り付 
禁止けできない場合は、無理に取り付けないで 
<ださい。 

電池パックの発乂、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


0 乂の中に投下しないでください。 

電池パックの発乂、破裂、発熱、漏液の原因とな 
禁止 0ます。 


ベ、^おを刺したり、八ンマーで日口いたり、踏み 
W つけたりしないで<ださい。 

禁止電池パックの発乂、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 
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〇 電池パック内部の液体などが目の中に入っ 
たときは、こず5ず、すぐにきれいなかで 
指示 洗った後、直ちに医師の診療を受けてくだ 
さい。 

失明の原因となります。 

A 警告 

べ^落下による変おや傷などの異常が見5れた 
W 場合は、絶対に使用しないでください。 

禁止電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


A 電池パックが漏液したり、異臭がしたりず 
Vるときは、直ちに使用をやめて乂気か5遠 
指示 ざけて<ださい。 

漏液した液体に引火し、発乂、破裂の原因となり 
ます。 


〇 ぺットが電池パックに陋みつかないようご 
注意ください。 

指示電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 

A ま意 

0 —般のゴミと一緒に捨てないでください。 

発火、環境破壊の原因となります。不要となった 
@と電池パックは、端テにテープなどを貼り、絶縁し 
てからドコモショップなど窓□にお持ちいただく 
か、回収を行っている市町巧の指示に従ってくだ 
さい。 


Q 濡れた電池ノ くックを使用したり充電したり 
しないで<ださい。 

禁止電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 
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〇 電池パック内部の液体などが漏れた場合 
は、顔や手などの皮膚につけないでくださ 

指示 し、。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 

液体などび目や□に入った場合や、皮膚やを類に 
付着した場合は、すぐにされいな水で洗い流して 
<ださい。 

また、目や□に入った場合は、洗ミき後直ちに医師 
の診断を受けて < ださい。 

♦アダプタ、卓上ホルダの取0扱い 

A 警告 

ベ、^アダプタのコードが傷んだ5使用しないで 
W くださぃ。 

禁止乂災、やけど、感電の原因となります。 


/C\ AC アダプタや卓上ホルダは、風呂場など 
W の湿気のをい場所では使用しないでくださ 

禁止 い。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


/0\ DC アダプタはマイナスアース車専用でず。 
VV プラスアース車には使用しないでくださ 

禁止 い。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


/〇.雷が鳴り出した5、アダプタには触れない 
W でください。 

禁止感電の原因となります。 


/C\ コンセントやシガーライターソケットにつ 
W ないだ状態で巧電端子をショートさせない 
禁止でください。また、巧電端子に手や指な 
ど、身体の一部を触れさせないでくださ 
し、。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


^アダプタのコードの上に重いものをのせな 
じ V いで<ださい。 

禁止义災、やけど、感電の原因となります。 














0 コンセントに AC アダプタを巧き差しする 
ときは、金属製ストラップなどの金属類を 
禁止 接触させないでください。 

义災、やけど、感電の原因となります。 


^濡れた手でアダプタのコード、卓上ホル 
^ダ、コンセントに触れないでください。 

濡れ手禁止义災、やけど、感電の原因となります。 


〇 指定の電源、電圧で使用してください。 

また、海外で充電する場合は、海外で使用 
指示可能な AC アダプタで巧電してください。 

誤った電圧で使用すると火災、やけど、感電の原 
因となります。 

AC アダプタ： AC 100 V 
DC アダプタ： DC 12 V • 24 V (マイナスアース 
車専用） 

海外で使用可能な AC アダプタ： ACIOOV - 
240 V (家庭用交流コンセントのみに接続する 
こと） 


A DC アダプタのヒューズが万が一切れた場 
V合は、必ず指定のヒューズを使用してくだ 

指示 さい。 

义災、やけど、感電の原因となります。指定 
ヒューズに関しては、個別の取扱説明書でご確認 
<ださい。 


A 電源プラグについたほこりは、拭き取って 
V ください。 

指示义災、やけど、感電の原因となります。 


O AC アダプタをコンセントに差し込むとき 
は、確実に差し込んでください。 

指示义災、やけど、感電の原因となります。 


〇 電源プラグをコンセントやシガーライター 
ソケットか5巧く場合は、アダプタのコー 
指示ドを無理に引っ張5ず、アダプタを持って 
巧いてください。 

乂災、やけど、感電の原因となります。 


長時間使用しない場合は、電源プラグをコ 
^ンセントやシガーライターソケットか5巧 
電源プラ いてください。 

グをあ< 乂災、やけど、感電の原因となります。 


万が一、かなどの液体が入った場合は、直 
^ちにコンセントやシガーライターソケット 
電源プラ か5電源プラグを巧いてください。 

グをあ、乂災、やけど、感電の原因となります。 


A お手入れの際は、電源プラグをコンセント 
^やシガーライターソケットか5巧いて行っ 
電源乃 てください。 

グをあ< 乂災、やけど、感電の原因となります。 

♦ ドコモ miniUlM 力ードの取り扱い 

A ま意 

〇 ド コモ miniUlM カー ドを取り外す際は切 
断面にご注意ください。 

指示けがの原因となります。 

♦医用電気機器近<での取り扱い 

■ 本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響 
を防止するための携帯電話端末等の使用に関ず 
る指針」（電波環境協議会）に準ずる。 

A 警告 

A 医療機関の屋内では次のことを守って使用 
Vしてください。 

指示 • 手術室、集中治療室 acu )、 冠状動脈疾患監視 
病室 （ CCU ) には本端末を持ち込まないでくだ 
さい。 

• 病棟内では、本端末の電源を切ってください。 

• □ビーなどであってち付近に医用電気機器びあ 
る場合は、本端末の電源を切ってください。 

• 医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止など 
の場所を定めている場合は、その医療機関の指 
示に従ってください。 
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〇 満員電車の中など混雑した場所では、付近 
に植込み型む臓ペースメーカおよび植込み 
指示型除細動器を装着している方がいる可能性 
がありまずので、本端末の電源を切ってく 
ださい。 

電波により植込み型む臓ペースメーカおよび植込 
み型除細動器の作動に悪影響を及ぼす原因となり 
ます。 


A 植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型 
V除細動器などの医用電気機器を装着されて 
指示いる場合は、装着部か5本端末は 22cmJ^ ソ 
上離して携行および使用してください。 

電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす 
原因となります。 


〇 自宅療養などにより医療機関のがで、植込 
み型む臓ペースメーカおよび植込み型除細 
指示動器1；!がの医用電気機器を使用される場合 
には、電波による影響について個別に医用 
電気機器メーカなどにご確認ください。 
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす 
原因となります。 
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♦材質一覧 


使用箇所 

材質 

表面処理 

ディスプレイパネル 

強化ガラス 

AF 処理 

外装ケース 

フ□ン h ' 
ヶース 

PA 棚旨 

UV 八ード 
コート 


U アヶース 

PC 棚旨 

UV 八ード 
コート 


U アカバー 

PC 棚旨 

UV 八ード 
コート 


U アカパー 
インナー 

シ U コンゴム 

なし 


アンテナカ 
パー 

PC 棚旨 

UV 八ード 

コート 

フ□ントキー(メ 
ニューキー、ホーム 
キー、バックキー） 

PC 棚旨 

UV 八ード 

コート 

ワンセグア 
ンテナ 

アンテナ 

トップ 

A 日 S 棚旨 

UV 八ード 
コート 


アンテナ 

□ッド 

ステンレス鋼 

なし 

カメラパネル 

ァク U ル樹脂 

なし 

サイドキー（電源キー、 
音量ボタン） 

PC 棚旨 

UV 八ード 

コート 

外部接続端 
モキヤップ 

本体 

PC 棚旨 

UV 八ード 

コート 


屈曲部 

エラストマー 
樹脂 

なし 


止水部 

PC 棚旨 

なし 


止水ゴム部 

シ1」コンゴム 

なし 





























使用箇所 

材質 

表面処理 

ステレオイ 
ヤホン端子 
キャップ 

本体 

PC 棚旨 

UV 八ード 
コート 

屈曲部 

エラストマー 
樹脂 

なし 

止水部 

PC 棚旨 

なし 

止水ゴム部 

シ IJ コンゴム 

なし 

電源端子 

1」ン青銅 

金メッキ 

充電端子 

LCP 棚旨+ 
ステンレス鋼 

金メッキ 

電池パック 

本体 

PC 棚旨 

なし 

端子部 

ベ UU ウム鋼 

金メッキ 

電池収納部 

銘版 

PET シート 

なし 

台座部 

ステンレス鋼 

ニッケルメッ 
キ 

ドコモ miniUlM 力ード 
トレイ 

LCP 棚旨+ 
ステンレス鋼 

なし 

ネジキャップ 

PC • ABS 樹 
脂 

UV 八ード 
コート 

ネジ 

ステンレス鋼 

なし 


取り扱い上のごを意 


♦共通のお願い 


• F-07D は防水性能を有しておりますび、本端末内部 

に漫水させたり、付属品、オプション品に水をかけ 

たりしないで < ださい。 

■電池パック、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ 
miniUlM 力ードは防水性能を有しておりません。 
風呂場などの湿気の多い場所でのご使用や、雨な 
どびかかることはおやめください。また身に付け 
ている場合、汗による湿気により内部び腐食し故 
障の原因となります。調査の結果、これらの水濡 
れによる故障と判明した場合、保証対象外となり 
修理でさないことびありますので、あらかじめご 
了承< ださい。なお、保証対象外ですので修理を 
実施でさる場合でち有料修理となります。 

• お手入れは乾いた柔5かい巧（めがね拭さなど）で 

拭いてください。 

■乾いた巧などで強く擦ると、ディスプレイに傷び 
つく場合びあります。 

-ディスプレイに水滴や巧れなどび付着したまま放 
置すると、シミになることびあります。 

-アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭 
くと、印刷び消えたり、色びあせたりすることび 
あります。 

• 端子は時々乾いた綿棒などで清掃してください。 

-端子び巧れていると接触び悪< な0、電源び切れ 
たり充電不十分の原因となったりしますので、端 
子を乾いた綿棒などで巧いてください。 

また、清掃する際には端子の破損に十分ごを意< 
ださい。 

• エアコンの吹き出し口の近くに置かないでください。 

-急激な温度の変化 I しより結露し、内部び腐食し故 
障の原因となります。 
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• 本端末や電池ノ 0ックなどに無理な力がかか5ないよ 
うに使用してください。 

■多<のちのび詰まった荷物の中に入れたり、巧類 
のポケットに入れて座ったりするとディスプレイ、 
内部基板、電池パックなどの破損、故障の原因と 
なります。また、外部接続機器を外部接続端子や 
ステレオイヤホン端子に差した状態の場合、コネ 
クタ破損、故障の原因となります。 

• ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたりし 
ないで < ださい。 

■傷つくことびあり、故障、破損の原因となります。 

• 電池パック、アダプタに添付されている個別の取扱 
説明書をよくお読みください。 

♦本端末についてのお願い 


•タッチパネルの表面を強く押したり、 m やボールぺ 
ン、ピンなど巧の尖ったもので操作したりしないで 
<ださい。 

-タッチパネルび破損する原因となります。 

•極端な高温、低温は避けてください。 

■温度は己で〜40で（ただし、3日でけ上はお風呂 
場などでの一時的な使用に限る）、湿度は4日％〜 

日己％の範囲でご使用ください。 

• 一般の電話機やテレビ-ラジオなどをお使いになっ 
ている近くで使用すると、悪該響を及ぼず原因とな 
りますので、なるべく離れた場所でご使用ください。 
• お客様ご自身で本端末に登録された情報内割よ、別 
にメモを取るなどして保管してくださるようお願い 
しまず。 

-万び一登録された情報内容び消失してしまラこと 
びあってち、当社としては責任を負いかねますの 
であらかじめご了承ください。 

•本端末を落としたり、衝撃を与えたりしないでくだ 
さい。 

■故障、破損の原因となります。 

• 外部接続端子やステレオイヤホン端子に外部接続機 
器を接続する際に斜めに差したり、差した状態で 
引っ張ったりしないでください。 

■故障、破損の原因となります。 
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•使用中、充電中、本端末は温かくなりまずび、異常 
ではありません。そのままご使用ください。 

• カメラを直射日光の当たる場所に放置しないでくだ 
さい。 

-素子の退色-焼付さを起こす場合びあります。 

• 通常はか部接続端子/ステレオイヤホン端子キャッ 
プを閉じた状態でご使用ください。 

■ほこり、水などび入り故障の原因となります。 

• リアカバーをかしたまま使用しないでください。 

■電池パックび外れたり、故障、破損の原因となっ 
たりします。 

• microSD 力ードの使用中は、 microSD 力ードを取 
りかしたり、本端末の電源を切ったりしないでくだ 
さい。 

■データの消失、故障の原因となります。 

• 磁気カードなどを本端末に近づけないでください。 
■キャッシュカード、クレジットカード、テレホン 
カード、フ□ッピーディスクなどの磁気データび 
消えてしまラことびあります。 

• 本端末に磁気を帯びたものを近づけないでください。 
-強い磁気を近づけると誤動作の原因となります。 

♦ 電池パックについてのお願い 


• 電池パックは消耗品です。 

■使用状態などによって異なりますび、十分に充電 
してち使用時間び極端に短くなったとさは電池 
パックの交換時期です。指定の新しい電池パック 
をお買い求めください。 

• 充電は、適正な周囲温度（日 ° C 〜3日ご）の場所で 
行ってください。 

• 電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの 
劣化度により異なります。 

•電池パックの使用条件により、寿命び近づくにつれ 
て電池ノ くックび膨れる場合びありまずび問題ありま 
せん。 

• 電池パックを保管される場合は、巧の点にごを意く 
ださい。 

-フル充電状態（充電完了後すぐの状態）での保管 
-電池残量なしの状態（本体の電源び入らない程消 
費している状態）での保管 





電池パックの性能や寿命を低下させる原因となりま 
す。 

保管に適した電池残量は、目安として電池残量び40 
パーセント程度の状態をお勧めします。 

♦ アダプタについてのお願い 


• 充電は、適正な周囲温度（已で;〜3日 ° C ) の場所で 
行ってください。 

•巧のような場所では、充電しないでください。 

■湿気、ほこ0、振動の多い場所 
-一般の電話機やテレビ-ラジオなどの近く 
•充電中、アダプタが温かくなることがありますが、 
異常ではありません。そのままご使用ください。 

• DC アダプタを使用して充電する場合は、自動車の 
エンジンを切ったまま使用しないでください。 

-自動車のバッテ U - を消耗させる原因となります。 
•巧け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そ 
のコンセントの取扱説明書に従ってください。 
•強い衝撃を与えないでください。また、充電端子を 
変形させないで < ださい。 

-故障の原因となります。 

♦ ドコモ miniUlM 力ードについてのお願 
し、 


• ドコモ miniUlM 力ードの取り付け/取りかしには、 
必要 1 U 上に力を入れないでください。 

• 他のに力ードリーダー/ライターなどにドコモ 
miniUlM 力ードを挿入して使用した結果として故障 
した場合は、お客様の責任となりますので、ごま意 
<ださい。 

• に部分はいつもきれいな状態でご使用ください。 

• お手入れは、乾いた柔5かい巧（めがね拭きなど） 
で拭いてください。 

• お客様ご自身でドコモ miniUlM 力ードに登録された 
情報内割ホ、別にメモを取るなどして保管してくだ 
さるようお願いします。 

-万び一登録された情報内容び消失してしまラこと 
びあってち、当社としては責任を負いかねますの 
であらかじめご了承ください。 

• 環境保全のため、不要になつたドコモ miniUlM 力一 
ドは ドコモショップなど窓口にお持ちください。 


•にを傷つけたり、不用意に触れたり、シヨートさせ 
たりしないで < ださい。 

■データの消失、故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM 力ードを落としたり、衝撃を与えた 
りしないで < ださい。 

-故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM 力ードを曲ずたり、重いものをのせ 
たりしないで < ださい。 

-故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM 力ードにラベルやシールなどを貞占つ 
た状態で、本端末に取り付けないでください。 

-故障の原因となります。 

♦ Bluetooth 機能を使用ずる場合のお願 
し、 


• 本端末は、 Bluetooth 機能を使用した通信時のセ 
キュリティとして、己 luet 00 什!標準規格に準拠した 
セキュリティ機能に対応しておりますび、設定内容 
などによってセキュリティび十分でない場合びあり 
ます。 Bluetooth 機能を使用した通信を行う際には 
ごを意ください。 

• Bluetooth 機能を使用した通信時にデータや情報の 
漏巧び発生しましても、責任を負いかねますので、 
あらかじめご了承ください。 

• 周波数帯について 

本端末の团 uetooth 機能び使用する周波数帯は次の 
とお0です。 


①③⑤ 

2.4FH1 


④ 

① 2.4 : 2400 MHz 帯を使用する無線設備を表しま 
す。 

③ FH :変調で式び FH - SS 方式であることを示しま 
す。 

⑤]:想定される与干渉距離び] 下であること 

を术します。 
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成 I : : ~ l : 2400 MHz 〜 2483.已 MHz の全 

帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避 
不可であることを意昧します。 
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Bluetooth 機器使用上のま意事項 

本端末の使用周波数帯では、電子レンジなどの家 
電製品や産業-科学-医療用機器のほか、工場の 
製造ラインなどで使用される免許を要する移動体 
識別用構内無線局、免許を要しない特定ル電力無 
線局、アマチュア無線局など化ソ下「他の無線局」 

と略します）び運用されています。 

1. 本端末を使用する前に、近<で r 他の無線局」 

び運用されていないことを確認してください。 

2 . 万び 一、 本端末と「他の無線局」との間に電波 
干渉び発生した場合には、速やかに使用場所を 
変えるか、「電源を切る」など電波干渉を避け 
てください。 

3 . その他、ご不明な点につさましては、本書裏面 
の r 総合お問い合わせ先」までお問い合わせく 
ださい。 

n n 

♦巧線 LAN ( WLAN ) についてのお願い 

•無線 LAN ( WLAN ) は、電波を利用して情報のやり 
取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に 
LAN 接続できる利点びあります。その反面、セキュ 
リティの設定を行っていないときは、悪意ある第兰 
をに通信內容を盗み見5れたり、不正に侵入されて 
しまう可能性びあります。お客様の判断と責任にお 
いて、セキュリティの設定を行い、使用することを 
推奨します。 
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• 無線 LAN について 

電気製品 • AV • 0 A 機器などの磁気を帯びていると 

ころや電磁波び発生しているところで使用しないで 

ください。 

-磁気や電気雑音の影響を受けると雑音び大さ< 
なったり、通信びでさなくなることびあります 
(特に電子レンジ使用時には影響を受けることびあ 
ります)。 

■テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因と 
なったり、テレビ画面び乱れることびあります。 

-近くに複数の無線 LAN アクセスポイントびを在し、 
同じチャンネルを使用していると、正しく検索で 
さない場合びあります。 

• 周波数帯について 

WLAN 搭載機器び使用する周波数帯は、端末本体の 

電池パック挿入部に記載されています。ラベルの見 

かたは次のとおりです。 

_ © @ _⑤④ 

2.4 DS /0 F 4 


⑥ 

① 2.4 : 2400 MHz 帯を使用する無線設備を表しま 
す。 

③ DS :変調ち式び DS-SS で式であることを示しま 
す。 

⑤ OF :変調ち式び OFDM で式であることを示しま 
す。 

® 4 :想定される与干渉距離び 40 m け下であること 
を术します。_ 

⑥ I~ ]L IL I ： 2400 MHz 〜 2483 .已 MHz の全 
帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避 
可能であることを意味します。 

利用可能なチヤンネルは国により異なります。 

WLAN を海外で利用する場合は、その国の使用可能 

周波数、ま規制などの条件を確認の上、ご利用くだ 

さい。 

航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認くだ 

さい。 
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2.4 GHz 機器使用上のま意事項 

WLAN 搭載機器の使用周波数帯では、電子レンジ 
などの家電製品や産業-科学-医療用機器のほか 
工場の製造ラインなどで使用されている移動体識 
別用の構内無線局（免許を要する無線局）および 
特定ル電力無線局（免許を要しない無線局）なら 
びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）び 
運用されています。 

1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別用 
の構内無線局および特定ル電力無線局ならびに 
アマチュア無線局び運用されていないことを確 
認してください。 

2. 万び 一、 この機器から移動体識別用の構内無線 
局に巧して有害な電波干渉の事例び発生した場 
合には、速やかに使用周波数を変更するかご利 
用を中断していただいた上で、本書裏面の「総 
合お問い合わせ先」までお問い合わせいただ 
を、混信回避のための処置など（例えば、パー 
テイシヨンの設置など）についてご相談くださ 
い。 

3. その他、この機器から移動体識別用の特定ル電 
力無線局あるいはアマチュア無線局に対して電 
波干渉の事例び発生した場合など何かお困りの 
ことび起さたとさは、本書裏面の r 総合お問い 
合わせ先」までお問い合わせください。 
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♦ FeliCaiJ — ダー/ライターについて_ 

•本端末の Fel に a リーダー/ライター機能は、無線局 
の免許を要しない微弱電波を使用しています。 

•使用周波数は13.日 6 MHz 帯です。周囲で他のリー 
ダー/ライターをご使用の場合、 十分に離してお使 
いください。また、他の同一周波数帯を使用の無線 
局び近くにないことを確認してお使いください。 


♦ミ主意 


• 改造された端末は絶対に使用しないでください。改 
造した機器を使用した場合は電波法に抵触します。 

本端末は、電波法に基づ<特定無線設備の技術基準 
適合証明などを受けており、その証として「技適 
マーク接」び本端末の銘版シールに表示されており 
ます。 

本端末のネジを外して内部の改造を行った場合、技 
術基準適合証明などび無効となります。 

技術基準適合証明などび無効となった状態で使用す 
ると、電波法に抵触しますので、絶対に使用されな 
いよラにお願いいたします。 

• 自動車などを運転中の使用にはごを意ください。 
運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の巧 
象となります。 

ただし、傷病者の救護または公共の安全の維持など、 
やむを得ない場合は対象外となります。 

• Bluetooth 機能は日本国内で使用してください。 

本端末の团 uetooth 機能は日本国内での無線規格に 
準拠し認定を取得しています。 

海外でご使用になると罰せられることびあります。 

• Fel に a リーダー/ライター機能は日本国内で使用し 
て < ださい。 

本端末の Fel に a U - ダー/ライター機能は日本国内 
での無線規格に準拠しています。 

海外でご使用になると罰せられることびあります。 

• 基本ソフトウエアを不正に変更しないでください。 

ソフトウエアの改造とみなし故障修理をお断りする 
場合びあります。 
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防化性能 


F -07 D は、が部接続端子/ステレオイヤホン端子 

キャップをしっかりと閉じ、リアカバーを確実に取り 

付けたが態で、 IPX 日※1、 IPX 8^ 2 の防水性能を有し 

ています。 

IPX 己とは、内径日. 3 mm の注水ノズルを使用し、 
約 3 m の距離から] 2. 已1_/分の水を最低3分間注 
水する条件であらゆるち向から噴流を当ててち、 
電話機としての機能を有することを意昧します。 

《2 F -07 D における IPX 日とは、常温で水道水、かつ 
静水の水深]. 5 m の所に F -07 D を静かに沈め、約 
30分間放置後に取り出したときに電話機として 
の機能を有することを意ほします。（水中におい 
てカメラ機能は使用できません。） 

❖ F -07 D び有する防水性能ででまること 

• 1時間の雨量が 20 mm 程度の雨の中で、傘をささず 

に通話やワンセグ視聴びでさます。 

-手び濡れているとさや端末に水滴びついていると 
さには、リアカバーの取り付け/取り外し、外部 
接続端子/ステレオイヤホン端子キャップの開閉 
はしないでください。 

• 水深1.已 m のプールの中に沈めることができます。 

-水中で操作しないでください。 

•プールの水に浸けるときは、30分け内としてくだ 
さい。 

-プールの 水びかかったり、 プールの 水に浸けたり 
した場合は、後述のちまで洗い流し、所定のちま 
(一 P 18) で水抜さしてください。 

• お風呂場で使用できます。 

■湯船には浸けないでください。また、お湯の中で 
使用しないでください。故障の原因となります。 

-温泉や石験、洗剤、入お剤の入った水には絶対に 
浸けないでください。 
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• 洗面器などに張った静水につけて、ゆすりなび5巧 
れを洗い流ずことびできます。 

-洗うときは U アカノ（一を確実に取り付けた状態で、 
外部接続端子/ステレオイヤホン端子キャップび 
開かないよラに押さえたまま、ブラシやスポンジ 
などは使用せず洗ってください。 

♦防水性能を維持ずるために 


水の浸入を防ぐために、必ず巧の点を守つてください。 

• 常温の水道水け外の液体をかけたり、浸けたりしな 
いで < ださい。 

• 外部接続端子やステレオイヤホン端子を使用すると 
さには、次の図に示す S ゾに指を掛けてキャップを 
開けて < ださい。 



また、外部接続端子やステレオイヤホン端子使用後 
は次の図に示す方向にキャップを閉じ、ツメを押し 
込んでキヤップの浮をびないことを確認してくださ 
い。 



U 

〇 

〇 〇 

如 



• U アカバーの取り付けかたは、「電池パックの取り付 
け/取り外し」の「■取り付けかた」の⑤④をご覧 
ください。一 P 22 

• U アカバーは浮をびないよラに確実に取り付け、外 
部接続端子/ステレオイヤホン端子キャップはしつ 
かりと閉じてください。接触面に微細なゴ S (髪の 
毛]本、砂粒1つ、微細な繊維など）び挟まると、 
浸水の原因となります。 















•送話口/マイク、受話口/スピーカーなどを綿棒や 
尖ったちのでつつかないでください。 

• 落下させないでください。傷の発生などにより防水 
性能の劣化を招くことびあります。 

•外部接続端子/ステレオイヤホン端子キャップ、1」 
アカノ（一裏面のゴムノ（ッキンは防水性能を維持する 
上で重要な役割を担っています。 U アカバーをねじ 
るなどして変形させたり、ゴムパッキンをはびした 
り傷つけたりしないでください。また、ゴ三び付着 
しないよラにしてください。 
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防水性能を維持するため、異常の有無に関わらず 
必ず2年に]回、部品の交換び必要となります。 
部品の交換は端末をお預かりして有料にて承りま 
す。ドコモ指定の故障取扱窓□にお持ち<ださい。 

n n 

♦ ご使用にあたってのミ主意事項 


巧のイラストで表すような行為は行わないでください。 


〈例〉 



をつける で洗ラ 当てる 

図國壓 

ミ毎水につける 温まで使5 砂/ミ尼をつける 

また、巧のま意事項を守って正しくお使いください。 

• 付属品、オプション品は防水性能を有していません。 
付属の卓上ホルダに本端末を置いた状態でワンセグ 
視聴などをする場合、 AC アダプタを接続していない 
状態でち、お風呂場、シャワー室、台所、洗面所な 
どの水周りでは使用しないでください。 


•規定い P 1 日）け上の強い水流（例えば、蛇口や 
シャワーから肌に当てて痛みを感じるほどの強さの 
水流）を直接当てないでください。 F -07 D は IPX 已 
の防水性能を有していますび、内部に水び入り、感 
電や電池の腐食などの原因となります。 

•熱湯に浸けたり、サウナで使用したり、温風（ドラ 
イヤーなど）を当てたりしないでください。 

•本端末を水中で移動させたり、水面に日りさつけたり 
しないで < ださい。 

• 水道水やプールの水に浸けるとさは、30分け内とし 
てください。 

• プールで使用するとをは、その施設の規則を守って、 
使用してください。 

• 本端末は水に浮をません。 

• 水滴び付着したまま放置しないでください。電源端 
子びショートしたり、寒冷地では凍結したりして、 
故障の原因となります。 

•送話 □/ マイク、受話 □/ スピーカーに水滴を残さ 
ないでください。通話不良となる恐れびあります。 

• U アカバーび破損した場合は、 U アカバーを交換し 
てください。破損箇所から内部に水び入り、感電や 
電池の腐食などの故障の原因となります。 

• 外部接続端子/ステレオイヤホン端子キャップやリ 
アカバーび開いている状態で水などの液体びかかっ 
た場合、内部に液体び入り、感電や故障の原因とな 
ります。そのまま使用せずに電源を切り、電池パッ 
クを外した状態でドコモ指定の故障取扱窓□へご連 
絡ください。 

• 外部接続端子/ステレオイヤホン端子キャップや1」 
アカバー裏面のゴムパッキンび傷ついたり、変形し 
たりした場合は、ドコモ指定の故障取扱窓口にてお 
取替えください。 


実際の使用にあたって、すべての状況での動作を 
保証するちのではありません。また、調査の結果、 
お客様の取り扱いの不備による故障と判明した場 
合、保証の対象外となります。 
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♦水巧をについて 


本端末を水に濡 5 すと、おき取れなかった水が後か 5 
漏れてくることびありますので、巧の手順で水巧きを 
行ってください。 

①本端末をしっかりと持ち、表面、裏面を乾いた清潔 
なななどでよく拭き取ってください。 



③ 本端末をしっかりと持ち、 20 回程度水滴が測ずな 
くなるまで振ってください。 



⑤送話 □/ マイク、受話 □/ スピーカー、キーなどの 
隙間に溜まった水は、乾いた清潔な巧などに本端末 
を10回程度振るように押し当てて拭き取ってくだ 
さい。 
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④ 本端末か 5 出てきた水分を乾いた清潔な巧などで十 
分に}式き取り、自然乾燥させてください。 

• 水を巧を取った後に本体内部に水滴び残っている 
場合は、水び染み出ることびあります。 

• 隙間に溜まった水を綿棒などで直接拭さ取らない 
でください。 

♦巧電のとをには 


充電時、および充電後には、必ず巧の点を確認してく 

ださい。 

• 充電時は、本端末び濡れていないか確認して<ださ 
し、本端末び濡れている状態では、絶対に充電しな 
いで < ださい。 

• 付属品、オプション品は防水性能を有していません。 

• 本端末び濡れている場合や水に濡れた後に充電する 
場合は、よく水抜ををして乾いた清潔な巧などで水 
を巧さ取ってから、付属の卓上ホルダの上に置いた 
り、外部接続端子キャップを開いたりしてください。 

• 外部接続端子キャップを開いて充電した場合には、 
充電後はしっかりとキャップを閉じてください。な 
お、外部接続端子からの浸水を防ぐため、卓上ホル 
ダを使用して充電することをおすすめします。 

•AC アダプタ、卓上ホルダは、お風呂場、シャワー 
室、台所、洗面所などの水周りや水のかかる場所で 
使用しないでください。火災や感電の原因となりま 
す。 

• 濡れた手で AC アダプタ、卓上ホルダに触れないで 
ください。感電の原因となります。 
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各部の名祿と機能 



〈各部の機能〉 

〇ステレオイヤホン端子 

0ワンセグアンテナ 

《ワンセグを視聴するとをに伸ばします。 

包近接センサー/照度センサー 

近接センサー：通話中にタッチパネルの誤動作を防 
ぐ 

照度センサー：周囲の明るさを検知して、ディスプ 
レイのバックライトを自動調節 

《保護シートやシールを貼り付けるなどセンサー部 
分をふさぐと、誤動作する場合や正しく検知され 
ない場合びあります。 

〇受話曰/スピーカー 

©ディスプレイ（タッチパネル） 

包 FOMA アンテナ部 

※アンテナは本体に内蔵されています。手で覆ラと 
品質に影響を及ぼす場合びあります。 

〇お知5せ LED 

赤色点打：充電中 

緑色 1 回点な：電源 ON 

※点打/点滅色は、アプ U ケーシヨンによって異な 
る場合びあります。 

包送話□/マイク 

包カメラ 

⑩ GPS アンテナ部 

※アンテナは本体に内蔵されています。手で覆ラと 
品質に影響を及ぼす場合びあります。 

のが部接続端子 

付属の PC 接続用 USB ケーブル T01 などの接続 

⑩。マーク 

にカードの搭載 

《。マークを読み取り機にかざしておサイフケー 
タイを利用したり、対応するアプ U ケーシヨンを 
ダウン□ー ドするとに通信でデータを送受信し 
たりでさます。なお、にカードは取り外せませ 
ん /。 

⑩リア カバー 

※リアカバーを外して、電池パックを取り外すと、 

ドコモ miniUlM 力ードス□ットと microSD 力一 
ドス □ッ 卜びあります。 

※リアカバーの裏面には、防水のためのゴムパツキ 
ンびついています。 
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⑩充電端子 

⑩团 uetooth / Wi - Fi アンテナ部 

※アンテナは本体に内蔵されています。手で覆ラと 
品質に影響を及ぼす場合びあります。 

⑩赤夕'!'線ポート 
のストラップ ホール 

ストラップを取り付ける際は U アカバーを一旦取り 
外し、ストラップを本体フック部の奥に掛けた後、 

U アカバーを確実に取り付けてください。防水性能 
を維持するため、ストラップび U アカバーに挟まつ 
ていないことをご確認ください。 

《「1」アカバーの取り付け/取り外し」について一 
P 22 


トフツプ 


〈キーの機能〉 

キーを押して動作する機能は次のとおりです。 

n ホ~ムキ~ \。 /一 

押す：ホーム画面に戻る 

] 秒け上押す：最近使用したアプ U ケーシヨンの表 
示 

且メニ ユーキ ー c ^ 

押す：現在の画面で使用でさる設定などの表示 
1秒け上押す：文字入力時はキーボードの表示/非 
表示 

□ バック キー 

押す：直前の画面に戻る 

□ 電源キー回 

押す：ス U —プモードの設定/解除 
長く押す：電源を入れる/切る、マナーモード、公 
共モード、機内モードの設定/解除 
曰 音量ボタン囚因 

押す：各種機能の音量の調節 

因を]秒上押す：マナーモードの設定/解除 
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ドコモ miniUlM 力ード 


ドコモ miniUlM 力ードとは、電話番号などのお客様情 

報び記録されているにカードです。 

• 本端末ではドコモ miniUlM 力ードのみご利用できま 
す。ドコモ UIM カード、 FOMA カードをお持ちの場 
合には、ドコモショップ窓□にてお取り替えくださ 
い。 

• ドコモ miniUlM 力ードび本端末に取り付けられてい 
ないと、一部の機能を利用することびできません。 

• ドコモ miniUlM 力ードについて詳しくは、ドコモ 
miniUlM 力ードの取扱説明書をご覧ください。 

♦ ドコモ miniUlM 力ードの取り付け/ 
取りがし 


•取り付け/取り外しは、本端末の電源を切り、 U ア 
カバーと電池パックを取り外してから行います。^ 
P 21 

■取り付けかた 

①ツメに指をかけ、トレイをまっすぐに引き出す 
③ドコモ miniUlM 力ードのに面を上にしてトレイに 
載せ、奥に差し込む 

• 切り欠をのち向にごを意ください。 



■取りがしかた 

①ツメに指をかけ、トレイをまっすぐに引き出してド 
コモ miniUlM 力ードを取りかす 









•/巧知らせ 

• ドコモ miniUlM カードを取り扱うときは、にに軸れ 
たり、傷つけないよラにごま意ください。また、ドコ 
モ miniUlM カードを無巧に取り付けたり取り外そう 
とすると、ドコモ miniUlM カードび壊れることびあ 
りまずのでごま意 < ださい。 

-トレイは外れない構造となっています。トレイを引さ 
出ず際は、トレイ引さ出し線を目まとし、無理に引さ 
出さないで<ださい。トレイび破損ずる恐れびありま 
す。 


microSD 力ード 


♦ microSD 力ードについて 


本端末に microSD 力ードまたは microSDHC 力ード 
を取り付けてご使用ください。取り付けていない場合、 
カメラ、音楽や動画（再生やダウン□ー ド）など一部 
の機能びご利用になれません。 

•本端末は、 2 G 日までの microSD 力ードと 32 GB ま 
での microSDHC 力ードに対応しています （201] 
年] 2月現在)。ただし、市販されているすべての 
microSD 力ードおよび microSDHC 力ードの動作を 
保証するちのではありません。対応の microSD カー 
ドは各 microSD メーカへお問い合わせください。 

• microSD カードのデータにアクセスしているとさ 
に、電源を切ったり衝撃を与えたりしないで<ださ 
し、データび壊れる恐れびあります。 

♦ microSD カードの取り付け/取りか 
し 


• お買い上げ時は、あらかじめ microSD 力ード簡供 
品）び取り付けられています。ご使用前に、 
microSD カードの取扱説明書ちご覧ください。 
•取り付け/取り外しは、本端末の電源を切り、 U ア 
カバーと電池パックを取り外してから行ぃます。^ 
P 21 


■取り付けかた 

① microSD 力ードの金属端子面を下にして、図の向 
きで挿入□に□ックするまで差し込む 



■取りがしかた 

① microSD 力ードを軽く巧し込んでか5離し、 
microSD カードをまっすぐ引さ出す 



電池パック 


♦電池パックの取り付け/取りかし 

•電池パックの取り付け/取り外しは、電源を切って 
から行ってください。 

• U アカバーの取り付け/取り外しは、本端末のディ 
スプレイなどび傷つかないよラ、手に持って行って 
ください。 

• 本端末び濡れているとをは、水分をよく巧をとって 
から、 U アカバーを取り外してください。 

• 本端末専用の電池パック F 24 をご利用ください。 
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■取り付けかた 

① リアカバー取りがし部に m をかけ、リアカバーを矢 
巧の方向に垂直に持ち上げなび5取りかず 

• 防水性能を維持するため、 U アカバーはしっかり 
と取り付ける構造となっています。取り外しにく 
い場合は、力を入れて取り外してください。 



リアカバー取り外し部 

③電池パックのラベル面を上にして、電池パックの金 
属端子を本端末の金属端子に合わせて〇の方向に差 
し込みながら、0の方向に取り付ける 



⑤リアカバーの向きを確認し、2箇所のツメを本体に 
合わせるようにして装着ずる 

ツメ 



④ リアカバー裏のツメと本端末のミゾを合わせて 
▼部分を しっかりと押して、完全に閉める 

• 防水性能を維持するために、浮いている箇所びな 
しにとを確認しなびら確実に取り付けてくださ 
しん 

※「防水性能」 



) y 


▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

c^RROWSjJ 


z . ▼□口 ▼ 



■取りがしかた 

① 電池パックの取り付けの操作①を行う 

② 電池パックの取り外し用ツメをつまんで、矢巧の方 
向に持ち上げて取りかす 



取り外し用ツメ 
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巧電 


♦卓上ホルダ巧電の設定 


付属の卓上ホルダ F34 を使って充電する場合は、本設 
定を必ず確認してから充電を行ってください。 

• 卓上ホルダを使わないで充電する場合は、本設定を 
変更する必要はありません。 

I ホーム画面で<：：1；：^^[本体設定]^[初期 
設定]^ [卓上ホルタ’巧電]^巧電方法を選 
択 

急速充電 （AC アダプタ）： AC アダプタを接続し 
て充電する場合に選択します。 

通常充電 （USB 充電）： AC アダプタけ外を接続し 
て充電する場合に選択します。 

♦卓上ホルダを使って巧電 


別売りの FOMA AC アダプタ 0] /02、付属の 
FOMA 充電 microUSB 変換アダプタ T 01 と卓上ホル 
ダ F 34 を使って充電してください。 

① AC アダプタのコネクタを、充電 microUSB 変換ア 
ダプタの外部接続端子に差し込む 

② 充電 microUSB 変換アダプタの microUS 己プラグ 
を卓上ホルダ裏側の端子へ差し込む 

⑤ AC アダプタの電源プラグを起こし、コンセントへ 
差し込む 

® 本端末を卓上ホルダに差し込む 

• 充電中はお知らせ LED びホ<点打し、充電び完了 
すると消打します。 


⑥ 充電び終わった！5、本端末を卓上ホルダか5取りが 
し、 AC アダプタの電源プラグをコンセントから巧 


裏側に差し込む 



FOMA 充電 microUSB 変換アダプタ T 01 


♦ AC アダプタを使って巧電 


FOMA AC アダプタ01/02 (別売）と付属の FOMA 
充電 microUSB 変換アダプタ T 01 を使って充電しま 
す。 

① AC アダプタのコネクタを、充電 microUS 己変換ア 
ダプタのか部接続端子に差し込む 
③本端末の端子キャップを開け、充電 microUSB 変換 
アダプタの microUSB プラグを差し込む 

⑤ AC アダプタの電源プラグをコンセントに差し込む 
• 充電中はお知らせ LED びホく点打し、充電び完了 

すると消打します。 

® 充電が終わった5、 AC アダプタの電源プラグをコ 
ンセントか5巧く 

⑥ 本端末か 5 microUS 己プラグを巧き、端子キャップ 
を閉じる 
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⑥ 充電 microUSB 変換アダプタのが部接続端子から 
AC アダプタのコネクタを巧く 

• コネクタの UU —スボタンを巧しなびら、水平に 
引さ抜さます。 

♦ 接続用 US 己ケーブルを使って巧 


本端末とパソコンを付属の PC 接続用 US 日ケーブル 
TO] で接続すると、本端末をパソコンから充電するこ 
とびでをます。 

•パソコン上に「新しい八ードウIアの検索ウィヴー 
ドの開始」画面び表示されたら、「キャンセル」を選 
択してください。 


電源 ON/OFF 


♦電源を入れる 


1 お知5せ LED び緑色に点灯して同時にバ 
イブレータが振動するまで回を巧し続け 
る (2 秒!;^上） 

起動画面に続いて誤操作防止用の□ック画面び表 
示されます。 

2 □ック画面の〇をタップ 
■ 初めて電源を入れたとをは 

初期設定を行った後、ドコモサービスの初期設定を行 
います。それぞれ画面の案内に従って操作してくださ 
い。 

• ソフトウェア更新機能の確認画面び表示された場合 
は [0K] をタップします。 

♦電源を切る 


I 携帯電話オプションメニューが表示され 
るまで回を押し続ける一[電源を切る]一 
にの 

バイブレータび振動して電源び切れます。 
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基本操作（タッチパネルの使い 
かた） 


本端末のディスプレイはタッチパネルになっており、 
指で直接触れて操作します。また、向きや動きを検知 
するモーシヨンセンサーによって、本端末を縦または 
横に傾けて、画面表示を切り替えることびできます。 

♦タッチパネル利用上のごを意 

タッチパネ J レは指で軽く触れるよラに設計されていま 
す。指で強く押したり、先の尖ったちの（爪/ボール 
ペン/ピンなど）を押し付けたりしないでください。 

• 次の場合はタッチパネルに触れてち動作しないこと 
びあります。また、誤動作の原因となりますのでご 
注意ください。 

■手袋をしたままでの操作 
-爪の先での操作 

-異物を操作面に柔せたままでの操作 
-保護シートやシールなどを貼っての操作 
-タッチパネルび濡れたままでの操作 
-指び汗や水などで濡れた状態での操作 
-水中での操作 

♦まな操作 


❖タップ/ダブルタップ 


タップ： 画面に軽く触れてから離します。画面から指 
を離した時点で操作び有効になります。 

ダブルタップ： すばやく2回続けてタップします。 



例：タップ 
















❖1 砂な上タッチ 


画面に]秒!;!上触れてから離します。画面に指を触れ 
たまま次の操作を行ラ場合ちあります。 

※操作の説明では「（1秒け上)」と記載することびあ 
ります。 

❖ドラッグ/スライド/パン 


ドラッグ：画面の項目やアイコンに指を触れたまま、 
任意の位置に動かします。 

スライド：画面に指を軽く触れたまま、目的の方向に 
動かします。 

パン：画面そのちのを任意の方向にドラッグして見た 
い部分を表示します。 




例：ドラッグ 


❖ピンチ 


画面に2本の指で触れたまま、指の間隔を広げたり 
(ピンチアウト）、狭くしたり（ピンチイン）します。 



❖フリック 

画面に触れた指をすばや<払います。 



❖スワイプ 


画面に触れた2本の指の間隔を固定したまま、回転し 
たり上下にスライドしたりします。 
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巧期設定 


本端末を使うために最初に設定が必要な項目をまとめ 

て設定でさます。 

• 各設定はいつでち変更でをます。 

I ホーム画面で<::1;:^^[本体設定]^[初期 
設定] 

2 各項目を設定 

自分からだ設定： 自分からだ設定の基本情報やあ 
わせるボイスについて設定します。 

画面□ックの認証設定： 画面□ックについて設定 
します。 

セキュリティ解除方法： セキュ U ティ□ックの解 
除ちまを設定します。 

ホーム壁紙： ホーム画面の壁紙を設定します。 

フォトスクリーン： □ック画面の画像を設定しま 
す。 

電話帳コピー： 電話帳のコピーをします。 

卓上ホルダ充電： 卓上ホルダで充電する際の充電 
方法を設定します。 

Goo 有 le アカウント： Goo 邑 le アカウントを設定し 
ます。 

❖ その他の初期設定について 


初期設定の項目!;^外にち、必要に応じて、次の項目を 
設定してください。 

• E メールのアカウントの設定一 P 44 

• Wi - Fi 機能の設定一 P 40 

• アクセスポイント （ APN ) の設定一 P 39 
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画面表お/アイコン 


♦ ステータスバーのアイコン 


ステータスバーに表示される通知アイコンとステータ 
スアイコンで様々な状態を確認できます。 


通知アイコンステータスアイコン 

- ステータスバー 


■主な通知アイコン 

函：新着 Gmail 

H :新着 E メール 

口：新着 SMS 

:宁：新着工1」アメール 

P SMS の送信失敗 

巧： 伝言メッセージ 

ゆ：新着インスタントメッセージ 

を：同期トラブル 

ぞ： Wi - Fi びオンで Wi - 円ネットワークび利用可能 
回： Wi - Fi テヴ U ングび有効 
ホ； USB 接続中 
回： USB テヴ U ングび有効 
因： Wi - Fi テヴ U ングと US 日テヴ U ングび有効 
ぐ；通話中 
占：不在着信 
C 通話保留中 

1データのアップ□-ド完了 
主：データのダウン□ード完了 
D : Android マーケットなどからのアプ U ケーシヨン 
びインス I ''ール完了 

ii : Android マーケットのアプ U ケーシヨンびアップ 
デート可能 

巧：隠れた通知の件数 

i : microSD 力ード未挿入 

ホ：イヤホン接続中（端末のマイクからの入力） 

S ： イヤホン接続中（イヤホンマイクからの入力） 

:ワンセグ受信中 
© ソフトウェア更新有 
面：ソフトウェア更新完了 










田: VPN 接続 

ぞ： Bluetooth 通信でパケット通信中 

■主な ステータスアイコン 
^:電波状態 
※：□ーミング中 

. dl ： 圏外 

• 。(矢印びグレー): GPRS 通信中/使用可 

能 

こ※（矢印びグレー）： 3G (パケット）通信中 
/使用可能 
^:機内モード 
: Wi-Fi 接続中 
ホ： Bluetooth 機能オン 
ホ；日 luetooth 機器接続中 
〇: データ同期中 

招： おサイフケータイ□ック設定中 
n ドコモ miniUlM 力ード未挿入 
a :スピーカーフォンオン 
# x ； マイクミュート 
み： 着信音量 0 
〇；バイブレーションオン 

公共モード （ ドライブモード） 

怒：マナーモード（通常マナー） 

窗： マナーモード（サイレントマナー） 

を：マナーモード（アラーム ON マナー) 

圆： マナーモード（才 U ジナルマナー） 

日：要充電 

日：電池残量び少ない 
- :電池残量十分 
a 充電中 
み： GPS 測位中 
囚 ： ATOK のかな入カモード 
囚 ： ATOK の英数字入カモード 
固 ： ATOK の数字入カモード 
囚 ： ATOK の手書さ入カモード 
田 ： ATOK の絵文字/顔文字/記号、定型文、文字 
コード入力 

《 Goo 旨 le アカウントで□グインしているとさに、緑 
色で表示されます。 


文き入力 


ディスプレイに表示されるソフトウェアキーボードを 
使って、文字を入力します。 

• ここでは、主に NXnnput での入力ちまについて説明 
します。 

♦キーボードの使いかた 


テンキーキーボード、 QWERTY キーボード、手書き 

キーボードを使って文字を入力でさます。 

•各キーボードから、音声文字入力を超動することち 
でさます。 

• キーボードの設定の手書を入力の設定で上書さ手書 
を入力び有効に設定されているときは、テンキー 
キーボード（ケータイ入力時）や QWERTY キー 
ボードび表示されている状態で手書を入力びでをま 
す。お買い上げ時は上書を手書を入力び有効に設定 
されています。 

■テンキーキーボード 

携帯電話で一般的なキーボードです。入力ち式の設定 

により、ケータイ入力、ジェスチャー入力、フ U ック 

入力の 3 種類の入力ち式を使用でさます。 -P29 



b をん し、。?! 


■ QWERTY キーボード 

□ーマ字入力で入力します。 
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■ 手書をキーボード 

手書さで文字を入力でをます。 



® 絵文字/定型文/ 

顔文記号の入力 

上書さ手書さ入力の有効/無効 
•上書さ手書さ入力び有効のとさは、指のイラスト 
び水色で表示されます。 

•キーボードの切り替え操作にち利用します。^ 
P29 

BB 入カモードの切0替え（英字•数字-かな） 
• 現在の入カモードび水色で表示されます。 

•] 秒じ(上タッチすると、 NXnnput メニューで 
ATOK の設定や単語登録びでさます。 

■■:音声入力の起動 

※文字を入力すると変換候補び表示され、還択でさ 
ます。変換候補の表示領域を左ちにスライドする 
と隠れている候補を表示でさます。また、上にス 


ライドして隠れている候補を表示したり、下にス 


ライドして元の表示に戻すことびでさます。キー 
ボードによっては、変換候補の下に、確定前の文 
字列び表示されます。 


臟？難* ;;;; 卜 変換候補 

② G 1: 直前に確定した文字を変換前の文字に戻す 
g : テンキーキーボードでの入力で、キーに割り当 
てられた文字を逆順に表示 
カーソルを左に移動 

英字入力時の大文字とル文字の切り替え 
• タップするたびに、大文字-►大文字固定-►ル文字 
に切り替わります。 

D : 絵文字、顔文字、記号、定型文、文字コードの 
入力、電話帳やパスワードマネージャーの引用入 
力のメニューに切り替え 
.キーボードの 非表示の操作にち利用します。^ 
P28 
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〇:音声文字入力の起動 
.キーボードの切り替え操作にち利用します。^ 
P29 

カタカナ/数字/英数/年月曰（全角/半角） 
などに変換 

B ： かな/全角カタカナ/半角カタカナ、英字の後 
変換候補から選択 

@英数字入力と記号入カモードの切り替え 
• QWERTY キーボードの設定で数字キーを表示に 
設定した場合に表示されます。数字キーを非表示 
に設定した場合は、各キーを下にフ U ックして 
キーに割り当てられている数字や記号を入力でを 


ます。 


⑤ 


H : 力一 

Q/H: 

は改行 


カーソルの左側の文字を削除 
ソルをちに移動 
文字の変換/空白の入力 
次の入力項目にカーソル移動/確定また 


• この他にち、 0、 ia など、機能び変化する場合び 
あります。 


® 手書さ入力領域：指で文字を書いて入力 

• 文字を入力すると、入力領域の上部に認識された 
文字び表示されます。 

•認識された文字をタップして、補正候補の文字の 
一覧から入れ替える文字を選択でさます。上から 
書さ直すことちでさます。 



❖キーボードの表示/巧表示 

■ キーボー ドの表示 
1 文字入力欄を選択 

• 文字入力欄にカーソルびある状態でを]秒 
1;!上押してち表示できます。 
















■ キーボー ドの非表示 
1 キーボード表示中に C 置;: K1 秒ソ上） 

• D をタップして、ガイドび表示されたらそのま 
ま任意ので向にスライドし、 D び m に切り替 
わってから、再度®にスライドして指を離して 
ち非表示にでさます。 

❖キーボードの切り替え 

■ テンキーキーボードと QWERTY キーボード 
1 テンキーキーボードまたは QWERTY 
キーボード表示中に〇(1秒l；Lh)^キー 
ボードの種類を選択 
■ 手書をキーボード 

1 テンキーキーボードまたは QWERTY 
キーボード表示中に|^(1秒1^ソ上)^そ 
のまま百にスライド 
テンキーキーボードまたは QWERTY キーボ^ド 
に切り替え： 手書きキーボード表示中に |gl 

❖テンキーキーボードの入力方式 

テンキーキーボードでは、次の3つの入力ち式を利用 
でさます。 

• キーボードの設定の「テンキーの設定」で入力ち式 
を選択して利用します。 

■ ケータイ入力 

入力したい文字び割り当てられているキーを、目的の 
文字び表示されるまで続けてタップします。 

■ジェスチャー入力 

入力したい文字び割り当てられているキーをタッチし 
たままにすると、キーの周りに文字（ジェスチャーガ 
イド）び表示されますので、指を離さず目的の文字ま 
でスライドします。 

• 濁音/半還音/物音を入力するには、キーから指を 
離さず下に]回または2回スライドします。キーの 
周りに濁音/半濁音/物音のジェスチャーガイドび 
表示されますので、指を離さず目的の文字までスラ 
イドします。 



例： r ぱ」を入力する場合 


•英数字入カモードの場合は、キーをタッチした指を 
離さず下にスライドすると、大文字/ル文字を切り 
替えることびでさます。 

■フリック入力 

入力したい文字び割り当てられているキーをタッチし 
たままにすると、キーの上に文字（フ U ックガイド） 
び表示されます。指を離さず目的の文字の方向にフ 
U ックします。 

.類音/半類音/物音を入力するには、フ1」ックした 
あと L ■里を1回または2回タップします。 


♦テキスト編集 


文字入力欄、 Web サイトやドキュメント、受信メール 
などのテキストコピー、文字入力欄でのテキストの切 
り取り、貼り付けの操作びでさます。 

•アプ U ケーシヨンの種類によって、操作ち法び異な 
る場合びあります。 

❖テキストのコピー/切り取り 


■ 文字入力欄でのコピー/切り取り 
] テキストを選択 （1 秒!;^上） 

2 [語巧を選択]/[すべて選択] 

[語句を選択]のとをはタップした位置の語句び、 
[すべて選択]のときはすべての範囲びオレンジで 
八イライト表示されます。 

• テキスト範囲の両端にあるつまみをスライドす 
ると選択範囲を調節でをます。 

•選択範囲を解除するには、選択範囲外をタップ 
します。 
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3 ハイライト表示されたテキストを選択一 
「テキストを編集」で[コピー]/[切り取 

D] 

• 「テキストを編集」で[貼り付け]をタップする 
と、貼り付けたテキストで選択範囲び上書ささ 
れます。 


■ Web サイトやドキユメントなどでコピー 

1 テキストを選択 （1 秒!;^上） 

テキスト範囲びオレンジで八イライト表示されま 
す。 

• テキスト範囲の両端にあるつまみをスライドす 
ると選択範囲を調節できます。 

2 八イライト表示されたテキストを選択 

❖テキストの貼り付け 

1 貼り付け位置にカーソルを移動^テキス 
卜を選択（リ少似上い[貼り付け] 



♦ 本端末で利用する暗証番号 

本端末を便利にお使いいただくための各種機能には、 
暗証番号び必要なちのびあります。本端末を□ックす 
るためのパスワードやネットワークサービスでお使い 
になるネットワーク暗証番号などびあります。用途ご 
とに上手に使い分けて、本端末を活用してください。 
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各種暗証番号に関するご注意 

•設定する暗証番号は「生年月曰」、「電話番号の 
一部」、「所在地番号や部屋番号」、「1]]]」、 
「1234」などの他人にわかりやすい番号はお避 
けください。また、設定した暗証番号はメモを 
取るなどしてお忘れにならないよラお気をつけ 
ください。 

• 暗証番号は、他人に知られないよラに十分ご注 
意ください。万び一暗証番号び他人に悪用され 
た場合、その損害については、当社は一切の責 
任を負いかねます。 

•各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約者 
ご本人であることび確認でさる書類（運転免許 
証など）や本端末、ドコモ miniUlM 力ードをド 
コモショップ窓口までご持参いただく必要びあ 
ります。詳細は本書裏面の r 総合お問い合わせ 
先」までご相談ください。 

• 円 N □ック解除コード （ PUK ) は、ドコモ 
ショップでご契約時にお;度しする契約申込書 
(お客様控え）に記載されています。ドコモ 
ショップ外でご契約されたお客様は、契約者 
ご本人であることび確認でさる書類（運転免許 
証など）とドコモ miniUlM 力ードをドコモ 
ショップ窓口までご持参いただくか、本書裏面 
の r 総合お問い合わせ先」までご相談ください。 

P - 


❖ネットワーク暗証番号 


ドコモショップまたはドコモインフオメーションセン 
ターでのご注文受付時に契約者ご本人を確認させてい 
ただ<際や各種ネッ h ワークサービスご利用時などに 
必要な数字4巧の番号です。ご契約時に任意の番号を 
設定いたださますび、お客様ご自身で番号を変更でさ 
ます。 

パソコン向け総合ヴポートサイト 「My docomo 」 《 の 
rdocomolD / パスワード」をお持ちのちは、パソコ 
ンから新しいネットワーク暗証番号への変更手続さび 
でをます。 

《 「My docomoj については、本書裏面の裏側をご 
覧ください。 










❖ PIN コード 


ドコモ miniUlM 力ードには、円 N コードといラ暗証番 
号を設定でさます。これらの暗証番号は、ご契約時は 
「0000」に設定されていますび、お客様ご自身で番号 
を変更でをます。 

円 N コードは、第王者による本端末の無断使用を防ぐ 
ため、ドコモ miniUlM カードを取り付ける、または本 
端末の電源を入れるたびに使用者を認識するために入 
力する4〜8巧の番号（コード）です。 PIN コードを 
入力することにより、発着信および端末操作びでをま 
す。 

• 別の端末で利用していたドコモ miniUlM カードを差 
し替えてお使いになる場合は、 • L ソ前にお客様び設定 
された PIN コードをご利用ください。設定を変更さ 
れていない場合は「0000」となります。 

• PIN コードの入力を3回連続して間違えると、円 N 
コードび□ックされて使えなくなります。この場合 
は、 「 PIN □ック解除コード」で□ックを解除してく 
ださい。 

❖ PIN □ック解除コード （ PUK ) 

円 N □ック解除コードは、 PIN コードび□ックされた 
状態を解除するための8巧のま号です。なお、円 N 
□ック解除コードはお客様ご自身では変更でさません。 
• 円 N □ック解除コードの入力を] 0回連続して間違え 
ると、ドコモ miniUlM 力ードび□ックされます。そ 
の場合は、ドコモショップ窓口にお問い合わせくだ 
さい。 

♦ PIN コードの設定 


❖ SIM 力ード□ツクの設定 


電源を入れたとさに円 N コードを入力するよラに設定 
します。 

1 ホーム画面で一 [本体設定]一[セ 
キュリテイ]一に IM 力ード□ック設定] 


9 に IM 力ードを□ック] 一 PIN コードを入 
カイ OK] 


•/巧知らせ 

•初めて PIN コードを入力する場合は、「0000」を入 
力してください。 

❖ PIN □ックの解除 


I PIN コードび□ックされた状態で[緊急通 
報] 

9 [**0已*[PIN□ック解除コー^^^]*[新しい 
PIN コ ーK^]* [新しい PIN コ ーH^]#] と入 
力 

• 例えば、円 N □ック解除コードび88888888 
で円 N コードを7777に変更する場合、 
「**05*88888888*7777*7777#」と入力 
します。 

♦デバイス管理 


本端末の管理者の権限の有効/無効を設定します。あ 
らかじめ有効なデバイス管理者び設定されている場合 
にのみ設定でさます。 

•おまかせ□ックを利用する場合は、「おまかせ□ッ 
ク」を有効にする必要びあります。2011年12月 
現在、おまかせ□ックはご利用いただけません。 

I ホーム画面でし呈一 [本体設定]一[セ 
キュリティ ] ^ [デバイス管理者を選択]^ 
管理者を選択^ [有効にする]/撫効にす 
る] 
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ホーム画面 


ホーム画面はアプリケーションを使用するためのス 
夕ート画面です。に^を押していつでち呼び出すこ 
とがでさます。 

• 最大] 2個のホーム画面を左ちにフ U ックして切り 
替えて使用でをます。 


♦ ホーム画面の見かた 



「ひつじのしつじくん®」 
◎NTT DOCOMO 


① ステータスバー- - P 26 

本端末の各種状態などをアイコンでお知らせしま 
す。 

② ホーム画面の数と位置 

⑤ カスタマイズ エ U アー P 32 

ホーム画面のカスタマイズび可能な領域です。 
ショートカット、ウイジェット、フオルダなどを配 
置でをます。 

® マチキャラ 

⑥ アプ U ケーションメニュー 

タ ップするとアプ U ケーシ ョンメニューを表示しま 
す。 

⑥電話機能 

タップすると発着信1」スト、お気に入り、ダイヤ 
ル、電話帳を利用でさます。不在着信びあるとさは 
アイコン上に件数び表示されます。 
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@ sp モードメール 

タップすると SP モードメールを利用でさます。新 
着 SP モードメールびあるとをはアイコン上に件数 
び表示されます。 

® ブラウヴ 

タップするとブラウヴを利用でをます。 

♦ ホーム画面のカスタマイズ 


ホーム画面にアプ1」ケーシヨンのシヨートカットや 
ウィジェットなどを自由に配置でさます。また、させ 
かえや壁紙の変更ちでさます。 

1 左ちにフリックしてカスタマイズする 
ホーム画面を表示- ► C 置 ^一 [追加] 


[ シヨートカツト ]/[ ウイジエツト ]/ 
[フオルタ’]/ [きせかえ]/ [壁紙]/ [グ 
ループ]^項目を選択 


• [壁紙]^ [ギャラリー]をタップして画像を還 
択した場合は、卜 U 三ング枠の内部をドラッグ 
して位置を指定し、卜 US ング枠の角をドラッ 
グして拡大/縮ルしたあと[保存]をタップし 
て設定完了です。[ぴったり]をタップすると、 
画面のサイズに合わせて画像び卜 U 三ング/卜 
U 三ング解除されます。 

• 陸紙]一[ライブ壁紙] 一 [Photo Collage ] 
をタップした場合は、続けて[設定]^ [イ 
メージフオルダ選択]^ [フオルダを選択]^ 
指定するフオルダにチェックを付けて、 
microSD カード内のイメージフオルダを指定し 
ます。表示モードち設定でさます。 

• 貼り付けた項目はドラッグして位置を変更でを 
ます。 

•貼り付けたフオルダは、け少んソ上タッチして 
[名称変更]をタップすると、フオルダ名を変更 
でをます。 

•/巧知らせ 

• させかえや壁紙は、ホーム画面で*：^^ [させかえ 
/壁紙]をタップしてを設定でさます。 












❖ショートカツトなどの削除 


] 左ちにフリックしてカスタマイズする 
ホーム画面を表示 


9 削除するシヨートカットなどを選択 （1 秒 
1^ソ上)^[削除] 

•] 秒け上選択した後、画面下の面までドラッグ 
してち削除でさます。 


アプリケーシヨン画面 


アプリケーシヨンメニユーを呼び出し、登録されてい 
るアプリケーシヨンを起動したり、本端末の設定を変 
要したりでさます。 

♦アプリケーシヨンメニューの表示 


] ホーム 画面で囲 



アプ U ケー シ ヨンメニュー 


① グルー プ 

② グループ内アプ U ケーシヨン 

⑤グループ内アプ U ケーシヨンの数 
® アプ U ケーシヨンアイコン 
• アプ1」ケーシヨンアイコンの左上に表示される 
田は、新着ァプ1」ケーシヨンを意昧します。 
グループ內アプリケーシヨンの表示/非表示： グ 
ループ名をタップ 

全グループ内アプリケーシヨンの表示/非表示： 
ピンチアウト/イン 


ホーム画面へ追力 n : アプ U ケーションまたはグ 
ループを選択 （1 秒む上）一[ホームへ追カロ] 

♦アプリケーションメニューの管理_ 

I アプリケーションメニュー表示中に目的 
の操作を行ラ 

アプリケーションのアンインス I ル： アプリ 
ケーションを選択 （1 秒む上）一[アンインス 
I ル] 一 [0 K ] 

並べ替え： アプリケーションまたはグループを選 
択 （ 1秒む上）^移動巧へドラッグ 
グループの追力 n : @一 [グループ追力!]]ーグ 
ループ名を入力一 [0 K ] 

グループ名の編集： グループを選択 （1 秒む上） 

-[名称変更]^グループ名を入力^ [0 K ] 
グループのラベル変更： グループを選択 （1 秒む 
上）一[ラベル変更]一変要するラベルにタッ 
プ 

グループの削除： グループを選択（1秒む上）^ 
[削除]^ [0 K ] 

表示形式の切り替え： @一 [リストお式]/ 
[タイル形式] 
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電話/ネットワーク 

サービス 


電話をかける 


I アプリケーシヨンメニューで[電話]一[夕’ 
ィャル] 

•ホーム画面で^^^ [ダイヤル]をタップしてち、 
電話をかけられます。 

2 電話番号を入力一^ 

• 訂正する場合はのをタップします。 

3 通話が終了した5[終了] 

♦緊急通報 


• 本端末から ]] 〇番、 ]] 9番、] ] 日番通報の際は、 
携帯電話からかけていることと、警察-消防機関側 
から確認などの電話をする場合びあるため、電話番 
号を伝え、明確に現在地を伝えて < ださい。また、 
通報は途中で通話び切れないよラに移動せず通報し、 
通報後はすぐに電源を切らず、] 0分程度は着信ので 
さる状態にしておいてください。 

• かけた地域によ0、管轄の消防署-警察署に接続さ 
れない場合びあります。 

1 アプリケーシヨンメニユーで[電話]一[夕’ 
イヤル]^緊急通報番号を入力 

警察への通報：110 
消防-救急への通報：119 
海上での通報：11日 


•/巧知らせ 

• ドコモ miniUlM カードび未挿入の場合、日本国内で 
は緊急通報をかけられません。 
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画面に[緊急通報]び表示されているとさは、タップ 
して緊急通報をかけられます。ただし日本国内では、 
円 N コード入力画面表示中または円 N コード□ック 
( PUK □ック）卜 P 31) 中は、緊急通報をかけ5れ 
ません。 


電話を受ける 


1 電話がかかってくる 

囚因：着信音、バイブレータの動作を止める 

2 [操作開始]^[通話] 

着信拒否： 距否] 

応答保留： @一 [応答保留] 

伝言メモ録音： 田今をち端までドラッグ 

3 通話び終了した5[終了] 

•/巧知らせ 

-録音した伝言メモを再生ずるには、[本体設 
定]^ [通話設定]^ [伝言メモ]^ [伝言メモ U ス 
卜]^再生したい伝言メモを選択します。 


通話中の操作 


通話中画面では巧の操作ができまず。 















① 通話を一時保留^ 

② 名前や電話番号 

⑤ 通話を終了 

® 別の相手に電話をかける 

⑥ 日 luetooth へッドセツトをオン※ 

Bluetooth へッドセットを使用した八ンズフ U — 通 
話に切り替えます。 

⑥はっさりボイス/ぴったりボイスの状態表示 
@はっきりボイスの ON / OFF 《 

( D あわせるボイスの ON/OFF 
④ゆっくりボイスの ON / OFF 》 

⑩通話時間 

⑩ダイヤル入力のダイヤルパッドを表示^ 

プッシュ信号 （ DTMFI ン）を送信します。 

⑩マイクをオフ（消音）^ 

自分の声び相手に聞こえないよラにします。 

⑩ スピーカー フォンをオン^ 

相手の声をスピーカーから流して、八ンズフ U —で 
通話します。 

《ちラー度タップするとタップ前の状態に戻ります。 

♦通話音量 

• 通話中け外は通話音量を調節することはでさません。 

] 通話中に囚因 


通話履歴 


電話の発着信履歴を確認できます。 

I アプリケーシヨンメニューで[電話]一[発 
着信リスト] 



於- 臟激 XXX 誠 曲ぶ ，I 、 

だ志願，職ぶ I い KD 


① 着信履歴ボタン 

着信履歴のみを表示します。 

② 発信履歴ボタン 

発信履歴のみを表示します。 

⑤ 発信者番号通知アイコン 

通知なし指定!^ソ外の発信時に表示します。通知 
なし指定の発信時は巧び表示されます。 

® 履歴アイコン 

発信履歴は>、着信履歴は公、不在着信履歴 
は V びそれぞれ表示されます。また、同じ相 
手と連続して発着信した場合は〇び表示されま 
す。相手をタップすると履歴の詳細確認、ちラ 
一度タップすると元に戻ります。 

⑥ 名前や電話番号 

タップしてアクション U ストを表示します。ア 
クション U ストの項目をタップして、電話発 
信、 SMS 送信、電話帳登録またはプ□フィー 
ル画面の表示などを斤います。 ] 秒!^ソ上タッチ 
すると、履歴を削除したり電話番号を編集して 
発信したりでさます。 

⑥発信アイコン 

タップして電話を発信します。 
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電話帳 



電話帳には電話番号やメールアドレスなどを入力でき 
ます。簡単な操作で登録した相手に連絡できます。 

] アプリケーシヨンメニューで[電話帳] 


国 • 1 


巧奋 H が 


■"■ドコモ太が 


n ド〕モ巧モ 

广—人 




1 

1 

t 


① 名前 

タップしてプ□フィール画面を表示します。] 
秒け上タッチすると、電話発信、 SMS 送信、 
電話帳の編集/削除などびでをます。 

② インデックスバー表示域 

タップすると、電話帳に登録されているデータ 
を、「あ、か、さ…」毎に区切り表示します。^ 
P 36 

⑤ グループ ボタン 

電話帳グループを表示します。 

® 登録ボタン 

電話帳を新規作成します。 

⑥ 検索ボタン _ 

電話帳検索画面を表示します。 


■ 電話帳リストのサブメニューについて 

電話帳 U ストでを押して、削除や電話帳のイン 
ポート/エクスポート（一 P 37)、 センターと同期、 
赤外線全件送信、表示順の変更などびでさます。 
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♦電話帳を営録 


I 電話帳リストで[登録]一必要に応じてア 
カウントを選択^各項目を設定^[登録完 
了] 


♦電話帳の編集 


1 電話帳リストで編集したい電話帳を選択 
( 1秒 1 U 上卜[編集卜変更したい項目を 
入力^[登録完了] 

♦電話帳の削除 


I 電話帳リストで削除したい電話帳を選択 
(1 秒!^ソ上)イ削除卜 [0 K ] 

•電話帳|」ストで^^^梢り除]をタップする 
と、削除したい電話帳を選択して削除び可能で 
す。[全還択]をタップすると、全件削除でさま 
す。 


♦電話帳を検索 


電話帳を已〇音で検索でさます。 

1 インデックスバー表示域をタップ 

已〇音インデックスの]列目「あ、か、さ'’’」び表 
示されます。 

9 1列目で検索したい文字にタッチーその 
まま2列目の文字をスライドで選択^そ 
のまま3列目の名前をスライドで選択 



•電話帳 U ストは、選択した電話帳を先頭にして 
表示されます。 




















• 3 列目には電話帳に登録されているデータから、 
選択したインデックスと一致する名前の先頭2 
文字び表示されます。 

♦ミ♦表示する電話帳の設定 


電話番号のある電話帳のみ表示したり、特定のアカウ 
ントや Goo 旨 le アカウントのグループに含まれる電話 
帳の表示/非表示を設定でさます。 

I 電話帳リストで d ；：^ 一[その他]一[表示 
オプシヨン]^表示する電話帳を設定 

♦コミュニケー シ ヨン_ 

電話発着信履歴、メール送受信履歴、 SMS の送受信履 
歴を表示します。 

1 アプリケーシヨンメニューで[電話帳]一 
[コミュニケーシヨン] 

表示項目の変更： [表示項目]一表示する項目を 
チェックー [0 K ] 

♦ プ□フイール画面の表巧 


] 電話帳リストで名前を選択 



①顔写真と名前 
③電話帳のグループ 
⑤個人登録情報 

項目をタップまたは]秒 • tU 上タッチして、電話 
を発信したり、 E メールを送信したりでさます。 
©お気に入り 

タップすると、お気に入りに追加されます。 


⑥ SMS 送信 

タップすると、 SMS を送信でをます。 

⑥声の宅配便発信 

タップすると、声の宅配便に発信でをます。 

♦ 電話帳のインポート/エクスポート 


I 電話帳リストで C 置;:^一[その他]一[イン 
ポート/エクスポート]一項目を選択一そ 
れぞれの操作を行う 

SIM 力ードか5インポート：ドコモ miniUlM 力一 
ドに保存した電話帳から追加したい電話帳を指 
定してインポートします。電話番号、メールア 
ドレスとちに「その他」としてインポートされ 
ます。 

SD 力ードからインポート： microSD 力ードに保 
存されている電話帳データ （ vCard ファイル） 

を、指定したアカウントに登録します。ファイ 
ルび複数ある場合は、登録するファイルを運択 
します。 

SD 力ードにエクスポート：「マイプ□フィール」 

を除く電話帳データ （ vCard ファイル）を、 
microSD 力ードに保をします。 

表示可能な電話帳を共有：電話帳データを 
Bluetooth 通信や F - UNK もしくはメールに添付 
して全件送信します。 
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電話帳 コピーツール 


microSD 力ードを利用して、他の端末との間で電話帳 
データを コピーで さます。また、 Goo 有 le アカウント 
に登録された電話帳データを docomo アカウントにコ 
ピーで さます。 

1 アプリケーシヨンメニユーで[電話帳コ 
ピーツール] 

• はじめてご利用される際には、「使用許諾契約 
書」に同意いただく必要びあります。 

♦ 電話帳を microSD カードにェクス 
ポート 


] microSD カードを本端末に取り付ける 

2 [エクスポート]タブ画面で[開始] 

docomo アカウントに保存されている電話帳デー 
夕び microSD カードに保をされます。 

♦ 電話帳を microSD 力ードか S イン 
ポート 


1 電話帳データび保をされた microSD カー 
ドを本端末に取り付ける 

9 [インポート]タブ画面でインポートした 
いファイル選択^[上書き]/[追加] 

インポートした電話帳データは docomo アカウン 
卜に保存されます。 

♦ Google アカウントの電話帳を 
docomo アカウントにコピー 


1 [docomo アカウントへコピ ー] タブ画面 
でコピーしたい Goo 旨 le アカウントを選 
択^[上書さ]/[追加] 

コピーした 電話帳 データは docomo アカウントに 
保存されます。 
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ご契約電話番号を確認できます。また、ご自身の情報 
を入力、編集したりできます。 

I アプリケーシヨンメニユーで[電話帳]一 
[マイプ□フイール]一[編集]一各項目を 
設定^[登録完了] 


利用でをるネットワークサービ 
ス 


本端末では、巧のようなドコモのネットワークサービ 
スをご利用いただけます。 


サービス名 

月額使用料 

お申し込み 

留守番電話サービス 

有料 

必要 

キャッチホン 

有料 

必要 

転送でんわサービス 

無料 

必要 

発信者番号通知サービス 

無料 

不要 

公共モード（ドライブモー 
ド） 

無料 

不要 

公共モード（電源 OFF ) 

無料 

不要 


•上記の他に、声の宅配便、迷惑電話ストップヴービ 
ス、番号通知お願いサービス、通話中着信設定、着 
信通知、英語ガイダンス、遠隔操作設定びご利用い 
ただけます。 

• サービス エ U ア外や電波の届かない場所ではネット 
ワークサービスはご利用になれません。 

• 「サービス停止」とは、留守番電話サービスや転送で 
んわサービスなどの契約そのちのを解約するちので 
はありません。 

•お申し込み、お問い合わせについては、本書裏面の 
r 総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。 

•詳しくは、『ご利用ガイドブック（ネットワークヴー 
ビス編)』をご覧ください。 



















き種設定 



ホーム画面で c ^^ [本体設定]を選択して表示さ 

れる設定メニューか5、各種設定を行います。 

マイプ□フィール：お客様の電話番号や[マイプ □ 
フィール]に登録したご自身の情報を表示します。 

初期設定：初めて電源を入れたとさに行ラ設定画面を 
表汀^します。 

ドコモサービス：ドコモの提供するアプ U の設定や、 
アプ U 利用状況提供機能の設定などを行います。 

無線とネットワーク：機内モードや Wi - Fi、Bluetooth 
機能、テヴ U ングなどの設定を斤います。 

通話設定：ドコモのネットワークサービスやインター 
ネ ッ 卜通話などの設定を行います。 

音：公共モードやマナーモード、バイブレーション、 
着信音などのヴウンド設定を行います。 

表示：画面の自動回転や明るさ、フオント、アニメー 
ションなどの画面設定を行います。 

セキュリティ：画面□ックやパスワードなどの設定を 
行います。 

マルチメディア：テレビや YouTube などの動画の画 
質補正を設定します。 

現在地情報：現在地情報の設定や GPS 機能などの使用 
について設定します。 

アプリケーション：アプ U ケーションに関する設定を 
行います。 

アカウントと同期：アカウントや同期に関する設定を 
行います。 

バックアップと復元：データの初期化などを斤います。 

ストレージ：空さ容量表示や microSD カードのデータ 
消去などを行います。 

言語と入力設定：使用言語やキーボードの設定を行い 
ます。 

音芦入出力：音声認識装置の設定やテキスト読み上げ 
の設定を行います。 


ユーザー補助：ダウン□ー ドしたユーヴー補助プラグ 
インを使用可能にするかどラかを設定します。 
日付と時刻：日付や時刻に関する設定を行います。 
自分か5だ設定：基本情報を入力し、歩数/活動量計 
測アプ U の設定を行います。 

端末情報：本端末の各種情報を表示します。 


無線とネットワーク 


♦アクセスポイント （ APN ) の設定 

インターネットに接続するためのアクセスポイント 
(SP モード、 mope 旧 U ) はあらかじめ登録されてお 
り、必要に応じて追加、変更することちできます。 

• お買い上げ時には、通常使ラ接続先として SP モード 
び設定されています。 

•テヴ U ングを有効にしているときは、アクセスポイ 
ントの設定はでさません。 

❖アクセスポイントの追力 n (新しい 
APN ) 


• MCC を440、 MNC を] 0け外に変更しないでくだ 
さい。画面上に表示されなくなります。 

I ホーム画面で d ；：^ 一 [本体設定]一[無線 
とネットワーク]一[モバイルネットワー 
ク] 一 [アクセスポイント名] 

•確認画面び表示された場合は、 [0 K ] をタップ 
します。 

2 一惭しい APN ] 

3 [名前]ーネットワークプ□ファイル名を 
入力^[〇1<] 

4 [ APN ] ーアクセスポイント名を入力一 
[0 K ] 

5 その他、通信事業者によって要おされてい 
る項目を入力^已^^[保巧] 


各種設定 3 g 








•/巧知らせ 

• MCC 、 MNC の設定を変更してアクセスポイント名 
画面に表示されなくなった場合は、初期設定に U セッ 
卜するか、持斤しい APN ] で再度アクセスポイントの 
設定を行ってください。 

❖アクセスポイントの初期化 


アクセスポイントを初期化すると、お買い上げ時の状 
態に戻ります。 

1 ホーム画面で d ；：^ 一 [本体設定]一[無線 
とネットワーク]一[モバイルネットワー 
ク] 一 [アクセスポイント名] 

•確認画面び表示された場合は、 [0 K ] をタップ 
します。 

2 一[初期設定にリセット] 

❖ sp モード 


SP モードは NTT ドコモのスマートフオン向け ISP で 
す。インターネット接続に加え、 i モードと同じメー 
ルアドレス (@ docomo . ne . jp ) を使ったメールサー 
ビスなどびご利用いただけます。 

• SP モードはお申し込みび必要な有料サービスです。 
SP モードの詳細については、ドコモのホームページ 
をご覧ください。 
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❖ mopera U の設定 


mopera U は NTT ドコモの ISP です 。 mopera U にお 

申し込みいただいたお客様は、簡単な設定でインター 

ネットをご利用いただけます 

• mopera U はお申し込みび必要な有料サービスです。 

I ホーム画面で一 [本体設定]一[無線 
とネットワーク]一[モバイルネットワー 
ク] 一 [アクセスポイント名] 

•確認画面び表示された場合は、 [ OK ] をタップ 
します。 

9 [mopera U (スマートフオン定額)]/ 
[mopera U 設定]を選択 

•/巧知らせ 

• [mopera U 設定]は 、 mopera U 設定用アクセスポ 
イントでず 。 mopera U 設定用アクセスポイントをご 
利用いただ<と、パケット通信料びかかりません。な 
お、初期設定画面および設定変更画面!;^外には接続で 
さないのでごミち意ください 。 mopera U 設定の詳細に 
ついては 、 mopera U のホームページをご覧くださ 
い。 

• [ m 叩 eraU (スマートフオン定額)]をご利用の場 
合、パケッ h 定額サービスのご契約び必要です。 
mopera U (スマートフオン定額）の詳細について 
は、ドコモのホームページをご覧ください。 

• Wi - Fi 機能 


本端末の Wi - 円機能を利用して、自宅や社内ネットワー 
ク、 公衆無線 LAN サービスの無線 LAN アクセスポイ 
ントに接続して、メールやインターネットを利用でさ 
ます。 

無線 LAN アクセスポイントに接続するには、接続情報 
を設定する必要びあります。 









❖Wi-Fi を ON にしてネットワークに 接続 

1 ホーム画面で<：；1；：^^[本体設定]^[無線 
とネットワーク] 

2 [Wi-Fi] にチェック 

Wi - Fi び ON になり、利用可能な Wi - Fi ネットワー 
クびスキヤンされます。 

3 [wi- 円設定] 

檢出された Wi - Fi ネットワークのネットワーク名と 
セキュ U テイ設定（オープンネットワークまたは 
セキュ U テイで保護）び Wi - Fi ネットワークリスト 
に表示されます。 

4 Wi- 円ネットワークを選択一[接続] 

• セキュ U テイで保護された Wi - Fi ネットワークを 
還択した場合、パスワード（セキュ1」テイキー） 
を入力し、[接続]をタップします。 

•/巧知らせ 

- Wi - Fi 機能び ON のときもパケット通信を利用できま 
ず。ただし Wi - Fi ネットワーク接続中は、 Wi - 円び優 
先されまず。 Wi - 円ネットワークび切断されると、自 
動的に 3 G / GPRS ネットワークでの接続に切り替わ 
りまず。切り曽わったままでご利用になる場合は、パ 
ケット通信料び発生しますのでごま意<ださい。 

❖Wi-Fi ネットワークの簡単登録 

AOSSTM または WPS に対応した無線 LAN アクセスポ 
イントを利用して接続する場合は、簡単な操作で接続 
でさます。 

• あらかじめ Wi - Fi を ON にしてください。 

1 ホーム画面で一 [本体設定]一[無線 
とネットワーク] 一 [Wi-Fi 設赶一 [Wi-Fi 
簡単登録] 

2 登録方式を選択 

AOSSTM 方式： [AOSS 方式]一[はし、]ーアク 
セスポイント側で AOSStm ボタンを巧ず一 
[ OK ] 


WPS 方式： [ WPS 方式]一[プッシュボタン方 
式]/ [ PIN 入力方式]一[はい]ーアクセス 
ポイント側で操作 

• プッシュボタンち式の場合は、アクセスポイン 
卜側で専用ボタンを押します。円 N 入力ち式の 
場合は、本端末に表示された円 N コードをアク 
セスポイント側で入力後、 [0 K ] をタップしま 
す。 

❖Wi-Fi ネットワークの追力 n 


ネットワーク SSID やセキュ1」ティを入力して、手動 
で Wi - 円ネットワークを追加します。 

• あらかじめ Wi - 円を ON にしてください。 

I ホーム画面で一 [本体設定]一[無線 
とネットワークト [Wi-Fi 設定] 

2 [Wi-Fi ネットワークを追加] 

3 追加する Wi-Fi ネットワークのネットワー 
ク SSID を入力ーセキュリティを選択 

•セキュリティは[なし] [ WEP ] [ WPA / 

WPA 2 PSK ] [日02.1 xEAP ] び設定可能で 
す。 

4 必要に応じて追加のセキュリティ情報を 
入力^[保巧] 

❖Wi- 円ネットワークの切断_ 

1 ホーム画面で一 [本体設定]一[無線 
とネットワーク] 一 [Wi-Fi 設赶 

9 接続している Wi-Fi ネットワークを選択一 
[切断] 

•/巧知らせ 

• Wi - 円を OFF にして Wi - Fi ネットワークを切断した場 
合、次回 Wi - Fi の ON 時に接続巧能な Wi - 円ネットワー 
クびあるとさは、 自動的に接続されます。 


各種設定 41 









♦テザリング 


テヴリングとは、スマートフオンなどのモバイル機器 
をモデムとして使用することにより、 USB ケーブルや 
Wi - Fi で接続した外部接続機器を、インターネットに接 
続できるようにする機能です。 

• テヴ U ングを有効にした状態では、インターネット 
接続-メールサービス切外の SP モードの機能をご利 
用になれません。 

• テヴ U ングを利用してインターネットに接続した場 
合、ご利用の環境によっては Wi - F 閒応機器のブラウ 
ヴやゲームなどのアプ U ケーシヨンび正常に動作し 
ない場合びあります。 

❖ USB テザリング 


本端末を付属の PC 接続用 USB ケーブル T 01 でパソコ 
ンと接続し、モデムとして利用することでインター 
ネットに接続でさます。 

] 本端末とパソコンを USB ケーブルで接続 

2 ホーム画面で C 1；:：} 一 [本体設定]一[無線 
とネットワーク]一[テザリング] 

3 [ USB テザリング]にチェック 
4 注意事項の詳細を確認して [0 K ] 

•/巧知らせ 

• USB テヴ1」ングに必要なパソコンの動作環境は次の 
とおりでず。なお、 0 S のアップグレードや追加•変 
要した環境での動作は保証いたしかねます。 

- Windows XP (Service Pack 31；■(降）' Windows 
Vista、Windows 7 

• Windows XP パソコンで US 目テヴ U ングを行うに 
は、パソコン側に専用ドライバをインス I ルずる必 
要びありまず。専用ドライバのダウン□ードについて 
は、次のサイトをご覽ください。 
http :// www . fmworld . net / product / phone / usb / 

• Windows XP パソコンで USB テヴ U ングを無効にず 
るには、本端末側で USB デヴ U ングを OFF にせず 
に、パソコンから USB ケーブルを取りがしてくださ 
い。 
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❖Wi-Fi テザリング 


本端末を Wi - 円アクセスポイントとして利用すること 
で、 Wi - 円対応機器をインターネットに接続できます。 
• Wi - Fi 対応機器を日台まで同時接続できます。 
•日本国内では]〜13チャンネル、国外では]〜]] 
チヤンネルの周波数帯を利用でさます。 

❖ Wi - 円テザリングの設定 


Wi - 円テヴ U ングを ON にして、接続の設定を行いま 

す。 

•お買い上げ時の状態では、[セキュリティ]には 
「 WPA / WPA 2 PSK 」 び、[パスワード]にはラン 
ダムな値び設定されています。必要に応じて設定を 
変更してください。 

I ホーム画面で d ；：^ 一 [本体設定]一[無線 

とネットワーク]一[テザリング] 

2 [ Wi - Fi テザリング]にチェック 

3 注意事項の詳細を確認して [ OK ] 

4 [ネットワーク SSID ] ーネットワーク 

SSID を入力 

• お買い上げ時には、 「 F -07 D _ AP 」 び設定され 
ています。 

• 登録済みの設定を変更する場合は、 [ Wi - Fi テヴ 
U ングを設定]を選択すると設定画面び表示さ 
れます。 

5 [セキュリティ]ーセキュリティを選択 

•セキュリティは [ Open ] [ WEP 64] 
[ WEP 128] [WPA PSKTKIP ] [WPA PSK 
AES ] [ WPA 2 PSK AES ] [ WPA / WPA 2 
PSK ] び設定可能です。 

A [パスワード]ーパスワードを入力一[保 

口を] 








❖ Wi- 円が応機器の簡単登録 


AOSSTM または WPS に対応した Wi-Fi 対応機器を登録 

します。 

• あらかじめ Wi-Fi テヴ U ングを ON にしてください。 

1 ホーム画面で<：：1；：^^[本体設定]^[無線 
とネットワーク]一[テザリング] 一 [Wi-Fi 
簡単登録] 

2 登録方式を選択 

AOSStm 方式： [AOSS 方式]一[はし、] 一 Wi-Fi 
対応機器側で AOSStm ボタンを巧す一 [OK] 
WPS 方式： [WPS 方式]一[プッシュボタン方 
式]/ [PIN 入力方式]一各種操作一登録画面 
でにの 

• プッシュボタンち式の場合は、 [0K] をタップ 
後 Wi-Fi 対応機器側で専用ボタンを押します。 

円 N 入力で式の場合は、 Wi-Fi 対応機器に表示さ 
れた PIN コードを入力後、 [0K] をタップしま 
す。 
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メール/インターネット 


sp モードメール 


i モードのメールアドレス (@ docomo . ne . jp ) を利 
用して、メールの送受信をします。 

絵文字、デコメール®の使用び可能で、自動受信にも 
対応しています。 

• SP モードメールの詳細については、『ご利用ガイド 
ブック （ SP モード編)』をご覧ください。 

I アプリケーシヨンメニューで [SP モード 
メール] 

け降は画面の指示に従って操作します。 


SMS 


携帯電話番号を宛先にして、最大全ち70文字（半ち 
英数字のみの場合は最大1巨0文字）の文字メッセージ 
を送受信します。 

♦ SMS を作巧して送信 


I アプリケーションメニューで[メッセー 
I ジ]^[新規作成] 

2 で〇]^携帯電話番号を入力 
Q [メッセージを入力]ーメッセージを入力 
■ ^ ^[送信] 
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E メール 


mopera U や一般のプ□バイダび提供するメールアカ 
ウントを設定して、 E メールを利用します。 

♦一船プ□バイダのメールアカウントの 
設定 

• あらかじめご利用のサービスプ□バイダから設定に 
必要な情報を入手して < ださい。 

] アプリケーシヨンメニューで[メール] 

9 [メールアドレス]ーメールアドレスを入 
カー[パスワード]ーパスワードを入力一 
[巧へ] 

降は画面の指示に従って操作します。 

♦ E メールを作巧して送信 


1 アプリケーシヨンメニューで[メール] 

•別のメールアカウントから送信する場合は、ア 
カウン I -一覧からメールアカウントを選択しま 
す。 

•統合受信トレイび表示されている場合は、アカ 
ウン!''一覧画面でチェックの付いたメールアカ 
ウントから送信されます。 

2 包一[作成] 

3 [ To ] ーアドレスを入力 

• Cc や Bcc を追加する場合は、 [ Cc / 

日 cc を追加]をタップします。 

4 [件名]一件名を入力 

5 [メッセージを作成]ーメッセージを入力 

• ファイルを添付する場合は、一 [添付ファ 
イルを追加]^ファイルを選択します。 

も 階信] 











♦ E メールの 受信/表巧 


1 アプリケーシヨンメニューで[メール] 
•複数のメールアカウントびある場合は、アカウ 
ン I ''一覧からメールアカウントを選択します。 
•アカウン!-一覧画面で[統合受信トレイ]を 
タップすると、すべてのメールアカウントの E 
メールび混在した受信トレイび表示されます。 
各メールアカウントは E メールの左側にある力 
ラーバーで区別されます。 

0 受信トレイを更新するには、〔1；：^一廣 
新] 

3 E メールを選択 


Gmail 


Gmail は、 Goo 有 le のオンライン E メールヴービスで 
す。本端末の Gmail を使用して、 E メールの送受信び 
行えます。 


♦ Gmail を開ぐ 


1 アプリケーシヨンメニユーで [ Gmail ] 

受信トレイにメッセージスレツドの一覧び表示さ 
れます。 

く ♦ Gmail の更新 


1 受信トレイで一 [更新] 

本端末の Gmail と Web サイトの Gmail を同期させ 
て、受信トレイを更新します。 

• Gmail の詳細については、次の操作でモバイル 
ヘルプをご覧ください。 

Gmail の受信トレイで一 [その他]一[へ 
ルプ] 


緊急速報 r エリアメール J 


気象庁から配信される緊急地震速報などを受信するこ 
とがでさるサービスです。 

• エ U アメールはお申し込み不要の無料サービスです。 
• 最大日0件保をでさます。 

•電源び入っていない、通話中、機内モード中、国際 
□一 S ング中、円 N コード入力画面表示中などは受 
信でさません。また、本端末のメモ U 容量び少ない 
ときは受信に失敗することびあります。 

• 受信でをなかったエ U アメールを後で受信すること 
はでをません。 

♦緊急速報 r エリアメール J を受信した 
とまは 


エ U アメールを受信すると、専用ブヴー音または専用 
着信音び鳴りステータスバーに通知アイコンび表示さ 
れ、内容表示画面び表示されます。 

• ブヴー音または着信音は最大音量で鳴動します。変 
要はでさません。 

• お買い上げ時は、マナーモード中でち鳴動します。 
鳴動しないように設定でをます。 ^ P 45 

♦受信したエリアメールの表巧_ 

I アプリケーションメニューで[エリアメー 
ル]ーエリアメールを選択 

♦緊急速報 r エリアメール J 設定 


エ I 」アメールの受信設定や着信音の設定をした0、受 
信動作の確認をしたりします。 

I アプリケーションメニューで[エリアメー 
ル]^ ^ [設定]^各項目を設定 
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ブラウザ 


ブラウザを利用して、パソコンと同じように Web サイ 
卜を閲覧できます。 

本端末では、パケット通信または Wi - Fi による接続でブ 
ラウザを利用でさます。 


♦ Web サイト表示中の画面操作 


■ Web ページを縦表示/横表示に切り替え 

本端末を縦または横に持ち替えて、縦/横画面表示を 
切り替えます。 


■ Web ぺージの}広大/縮ル 

次の方法で拡大/縮ノ」\します。 

ピンチアウト/ピンチイン：拡大/縮ルします。 

ダブルタップ：拡大します。 

•拡大前の表示に戻す場合は、再度ダブルタップしま 
す。 

ズームコント□ール：画面をフ U ックしてズームコン 
卜□ールを表示します。 L _みで拡大し、層^_で縮 
ルします。 

• 現在表示している Web ページのお縮率を、次に 
Web ページを開いたときに引継ぐことびできます。 
Web ページを拡大/縮ルした時などに表示されるア 
イコンをタップして、引継ぎの有効 （AA ) /無効 
( Ah ) を切り替えます。 


■画面のスク□ール/パン 

画面を上下/左ちにスク□ールまたは全ち向にパンし 
て見たい部分を表示します。 
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♦ ブラウザを起動して Web サイトを表 

巧 

1 アプリケーションメニューで[ブラウザ] 

ホームページ設定に設定しているホームページび 
表示されます。 

2 C 置;:^ーアドレスパ‘一に URL / キーワ ー 
ドを入力 

3 キーワードの候補を選択 
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オプション-関連機器のご紹介 


本端末にさまざまな別売りのオプション品を組み合わ 
せることで、パーソナルか5ビジネスまでさ5に幅広 
い用途に対応できます。なお、地域によってお取り扱 
いしていない商品ちあります。 

詳細は、ドコモショップなど窓□へお問い合わせくだ 
さい。また、オプション品の詳細については各機器の 
取扱説明書などをご覧ください。 

• 電池パック F 24 

• U アカバー F 68 
• 卓上ホルダ F 34 

• FOMA 充電 microUSB 変換アダプタ T 01 

• PC 接続用 USB ケーブル TO ] 

• FOMA AC アダプタ 0] 2 

• FOMA DC アダプタ 0] 

• FOMA 海外兼用 AC アダプタ〇 ]※ L 2 

• FOMA 乾電池アダプタ 0] 

• ワイヤレスイヤホンセット02 
• 骨伝導レシーバマイク02 

• FOMA 補助充電アダプタ02《3 
• キャ1」ングケース02 

• ポケットチャージャー 0] 

• 日 luetooth へッドセット F 01 
• 己 luetooth へッドセット用 AC アダプタ F 01 

本端末と接続するには、 FOMA 充電 microUSB 
変換アダプタ TO ] び必要です。 

《2海外で使用する場合は、ミ度航先に適合した変換プ 
ラグアダプタび必要です。 

《3本端末と接続するには、 PC 接続用 USB ケーブル 
T 01 または FOMA 充電 microUSB 変換アダプタ 
T 01 び必要です。 


トラブルシユーテイング 
( FAQ ) 


♦ tt 障かな？と思った6 


•まず初めに、ソフトウェアを更新する必要びあるか 
をチェックして、必要な場合にはソフトウェアを要 
新してください。一 P 已] 

• 気になる症状のチェック項目を確認してち症状び改 
善されないとさは、本書裏面の「故障お問い合わせ 
先」または、ドコモ指定の故障取扱窓□までお気軽 
にご相談ください。 

■ 電源*巧電 

•本端末の電源び入らない 

-電池パックび正しく取り付けられていますか。^ 
P21 

• 電池切れになっていませんか。 

•充電びでさない 

-電池パックび正しく取り付けられていますか。^ 
P21 

. アダプタの電源プラグや シガー ライタープラグび 
コンセントまたはシガーライターソケットに正し 
く差し込まれていますか。 

- AC アダプタ（別売）をご使用の場合、組み合わ 
せて使用する付属の FOMA 充電 microUSB 変換 
アダプタ T01 び、本端末および AC アダプタと 
正しく接続されていますか。 

-付属の卓上す、ルダを使用する場合、本端末の充電 
端テは巧れていませんか。巧れたとさは、端モ部 
分を乾いた綿棒などでおいてください。 

-付属の PC 接続用 US 日ケーブル TO 1 をご使用の 
場合、パソコンの電源び入っていますか。 

-充電しなびら通話や通信、その他機能の操作を長 
時間行ラと、本端末の温度び上昇する場合びあり 
ます。温度び高い状態では安全のために充電び行 
われない場合びあるため、ご使用後に本端末の温 
度び下びつてから再度充電を斤ってください。 


付録/索引 4/ 









-温度の低い場所では充電び開始されない場合びあ 
ります。端末の電源を入れた状態にしてから充電 
してください。電源び入っている状態でち充電で 
さない場合や、端末の電源び入らない場合には、 
温度の低い場所を避けて充電してください。 

■ 端末操作 

•電源断-再起動び起きる 

電池パックの端テび巧れていると接触び悪< なり、 
電源び切れることびあります。巧れたとさは、電池 
パックの端子を乾いた綿棒などでおいてください。 


• ポタンを押しても動作しない 

ス IJ ープモードになっていませんか。回または 
に^を押して解除してください。 

•電池の使用時間び短い 

-圏外の状態で長時間放置されるようなことはあり 
ませんか。圏外時は通信可能な状態にでさるよう 
電波を探すため、より多くの電力を消費していま 
す。 

-電池パックの使用時間は、使用環境や劣化度によ 
り異なります。 

-電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごと 
に、]回で使える時間び次第に短くなっていさま 
す。十分に充電してち購入時に比べて使用時間び 
極端に短くなった場合は、指定の電池パックをお 
買い求めください。 

• ドコモ miniUlM カードび認識されない 

ドコモ miniUlM 力ードを正しい向きで挿入してい 
ますか。一 P 20 

•操作中•巧電中に熱くなる 

操作中や充電中、充電しなびら電話やワンセグ視聴 
などを長時間斤った場合などには、本端末や電池 
パック、アダプタび温かくなることびありますび、 
安全上問題ありませんので、そのままご使用くださ 
い。 

•巧電中に熱くなり、電源が切れる 

充電しなびら複数のアプリケーションの起動、カメ 
ラの使用やインターネット接続などを長時間行った 
場合など、本端末の温度び高い状態び続< 場合は、 
やけどを防ぐため本端末の電源び切れることびあり 
ます。 
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•時計びずれる 

長い間、電源を入れた状態にしていると時計びずれ 
る場合びあります。曰付と時刻び[自動]になって 
いることを確認し、電波のよい所で電源を入れ直し 
て < ださい。 

•端末動作が不安定 

ご購入後に端末へインストールしたアプ U ケーシヨ 
ンにより不安定になっている可能性びあります。 
セーフモード（ご購入時に近い状態で起動させる機 
能）で起動して症状び改善される場合には、インス 
I ールしたアプ IJ ケーシヨンをアンインス I -ールす 
ることで症状び改善される場合びあります。 

次の方法でセーフモードを起動してください。 
電源を切った状態で回を巧し、 ARROWS の□コ'び 
表示された時点からす、ーム画面び表示されるまでの 
間、を巧し続けてください。セーフモードび 
起動されるとぶーム画面左下に[セーフモード]と 
表示されます。セーフモードを終了させるには、電 
源を入れ直してください。 

※事前に必要なデータをバックアップしてからセーフ 
モードをご利用ください。 

《お客様ご自身で作成されたウィジエットび消える場 
合びあります。 

※セーフモードは通常の起動状態ではありません。通 
常ご利用になる場合にはセーフモードを終了し、ご 
利用 < ださい。 



■通話 

•通話びできない（場所を移動しても[圍外]の表 
示が消えない、電波のげ態は悪くないのに発信ま 
たは着信びできない） 

-ドコモ miniUlM 力ードを入れ直してください。 

一 P 20 

-電池パックを入れ直してください。 - P 21 
-電源を入れ直してください。一 P 24 
-電波の性質により圏外ではなく、電波状態アイコ 
ンび4本表示されている状態でち、発信や着信び 
でさない場合びあります。場所を移動してかけ直 
してください。 

-電波の混み具合により、多くの人び集まる場所で 
は電話やメールび混み合い、つなびりにくい場合 
びあります。その場合は[しばらくお待ちくださ 
し、]と表示され、話中音び流れます。場所を移動 
するか、時間をずらしてかけ直して<ださい。 

■カメラ 

•カメラで撮影した静止画や動画びぼやける 

-カメラのレンズにくちりや巧れび付着していない 
かを確認してください。 

-シーン別撮影の[自動シーン認識]を利用してく 
ださい。 

-次の機能を利用してちピントを合わせることびで 
さます。 

- AF モード 

-タッチ オー トフ ォー カス 
-近くの被写体を撮影するとさは AF モードを[接 
写]に切り替えてください。 


■おサイフケータイ 


•おサイフケータイび使えない 

-電池パックを取り外すと、おサイフケータイ 
□ックの設定に関わらずおサイフケータイの機能 
び利用でさな< なります。 

-おサイフケータイ□ック設定を起動していませ 
んか。 

-本端末の名 D マークびある位置を読み取り機にか 
ざしていますか。 


♦エラーメッセージ 


•しばらくお待ちください 

音声回線規制中やパケット通信規制中に表示されま 
す。しばらくたってから操作してください。 

•電池残量びありません。シャットダウンしまず。 

電池残量びありません。充電して<ださい。^ 
P 23 

• PIN コードが正しくありません。残り回数 ：X 

正しくない PIN コードを入力すると表示されます。 
正しい PIN コードを入力してください。 - P 31 

• PIN コードを入力 

PIN コードを有効にしているとさに電源を入れると 
表示されます。正しい PIN コードを入力してくださ 
し、。一 ► PS ] 

• SIM カードび挿入されていません 

ドコモ miniUlM 力ードび正しく挿入されていない 
場合に表示されます。ドコモ miniUlM 力ードび正 
しく挿入されているか確認してください。なお、ド 
コモ miniUlM 力ードび正しく挿入されていない場 
合、日本国内では、緊急通報（1]0ま、 ]] 日ま、 

118ま）を含め電話発信でさません。 
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保証とア フターヴー ビス 


❖保証について 


• 本端末をお買い上げいただ<と、保証書び付いてい 
ますので、必ずお受け取りください。記載内容およ 
び『販売店名-お買い上げ曰』などの記載事項をお 
確かめの上、大切に保管して<ださい。必要事項び 
記載されていない場合は、すぐにお買い上げいただ 
いた販売店へお申しつけください。無料保証期間は、 
お買い上げ曰より]年間です。 

• この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品 
の全部または一部を変更することびありますので、 
あらかじめご了承ください。 

• 本端末の故障-修理やその他お取り扱いによって電 
話帳などに登録された内容び変化-消失する場合び 
あります。万び一に備え電話帳などの内容はメモな 
どに控えをお取りくださるよラお願いします。 

※本端末は、電話帳コピーツールなどを使って電話帳 
データを microSD 力ードに保をしていただくこと 
びでをます。 

❖アフターヴービスについて 


■ 調子が悪い場含は 

修理を依頼される前に、本書の「故障かな？と思った 
ら」をご覧になってお調べください卜 P 47)。 それ 
でち調子びよくないとさは、本書裏面の「故障お問い 
合わせ先」にご連絡の上、ご相談ください。 

■ お問い合わせの結果、修理が必要な場含 

ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いたださます。た 
だし、故障取扱窓口の営業時間内の受付となります。 
また、ご来店時には必ず保証書をご持参ください。な 
お、故障の状態によっては修理に日数びかかる場合び 
ございますので、あらかじめご了承ください。 
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■ 保証期間内は 

• 保証書の規定に基づを無料で修理を行います。 

• 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちくださ 
し、保証期間内であってち保証書の提示びないちの、 
お客様のお取り扱い不良（液晶-コネクタなどの破 
損）による故障•損傷などは有料修理となります。 

• ドコモの指定け外の機器および消耗品の使用に起因 
する故障は、保証期間内であってち有料修理となり 
ます。 


■巧の場含は、修理でをないことがありまず。 

• 故障取扱窓□にて水濡れと判断した場合（例：水濡 
れシールび反応している場合） 

• お預かり検査の結果、水濡れ、結露-汗などによる 
腐食び発見された場合や、内部の基板び破損-変形 
していた場合（外部接続端子-ステレオイヤホン端 
子-液晶などの破損や匡体亀裂の場合においてち修 
理びでをない可能性びあります） 

《修理を実施でをる場合でち保証対象外になりますの 
で有料修理となります。 

■ 保証期間が過ざたとさは 

• ご要望により有料修理いたします。 

■ 部品の保有期間は 

本端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要 
な部品）の最低保有期間は、製造打ち切り後6年間を 
基本としております。ただし、故障箇所によっては修 
理部品の不足などにより修理びでさない場合ちござい 
ますので、あらかじめご了承ください。また、保有期 
間び経過した後ち、故障箇所によっては修理可能なこ 
とびありますので、本書裏面の「故障お問い合わせ先」 
へお問い合わせください。 







■ お願い 

• 本端末および付属品の改造はおやめ<ださい。 

-火災-けび-故障の原因となります。 

-改造び施された機器などの故障修理は、改造部分 
を元の状態に戻すことをご了承いただいた上でお 
受けいたします。ただし、改造の内容によっては 
故障修理をお断りする場合びあります。 

• 次のよラな場合は改造とみなされる場合びあ0ます。 
-液晶部やボタン部にシールなどを貼る 
-接着剤などによ0本端末に装飾を施す 
-外装などをドコモ純正品け外のちのに交換するな 
ど 

• 改造び原因による故障-損傷の場合は、保証期間内 
であってち有料修理となります。 

• 本端末に貼付されている銘版シールは、はびさない 
で<ださい。銘版シールには、技術基準を満たす証 
明書の役割びあり銘版シールび故意にはびされたり、 
貼り替えられた場合など、銘版シールの内容び確認 
でさないとさは、技術基準適合の判断びでさないた 
め、故障修理をお受けでをない場合びあ0ますので 
ご注意願います。 

• 各種機能の設定などの情報は、本端末の故障-修理 
やその他お取り扱いによってク U ア （ U セット）さ 
れる場合びあります。お手数をおかけしますび、そ 
の場合は再度設定してくださるよラお願いいたしま 
す。 

• 修理を実施した場合には、故障箇所に関係なく、 Wi - 
円用の MAC アドレスおよび团 uetooth アドレスび 
変更される場合びあります。 

• 本端末の受話口部などに磁気を発生する部品を使用 
しています。キャッシュカードなど、磁気の影響を 
受けやすいちのを近づけるとカードび使えな<なる 
ことびありますので、ご注意ください。 

• 本端末は防水性能を有しておりますび、本端末内部 
び濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電 
源を切って電池パックを外し、お早めに故障取扱窓 
口へご来店ください。ただし本端末の状態によって 
修理でさないことびあります。 


メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウン 
□ード情報などについて 

本端末を機種変更や故障修理をする際に、お客様 
び作成されたデータまたは外部から取り込まれた 
データあるいはダウン□ー ドされたデータなどび 
変化、消失などする場合びあります。これらにつ 
いて当社は一切の責任を負いません。また、当社 
の都合によりお客様の端末を代替品と交換するこ 
とにより修理に代えさせていただく場合びありま 
すび、その際にはこれらのデータなどは一部を除 
を交換後の製品に移し替えることはでをません。 



F -07 D のソフトウェアを更新する必要があるかどうか 
ネットワークに接続してチェックし、必要な場合には 
パケット通信を使ってソフトウェアの一部をダウン 
□-ドし、ソフトウェアを更新する機能です。 
ソフトウェア更新び必要な場合は、ド コモのホーム 
ページでご案内させていただきます。 

•更新ち法には、次の3種類びあります。 

自動更新：新しいソフトウェアを自動でダウン□一 
ドし、あらかじめ設定した時刻に書き換えを行い 
ます。 

即時更新：更新したいとをすぐ更新を行います。 

予約更新：アップデートパッケージをインス I -ール 
する時刻を予約すると、予約した時刻に自動的に 
ソフトウエアび更新されます。 
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•/巧知らせ 

-ソフトウェア更新は、本端末に登録された電話帳、力 
メラ画像、メール、ダウン□ー ドデータなどのデータ 
を残したまま行えますび、お客様の F -07 D のが態 
(故障、破損、水;'需れなど）によってはデータの保護 
びでさない場合びありまずので、あ5かじめご了承< 
ださい。必要なデータはノ（ックアップを取っていただ 
くことをおすすめします。ただし、ダウン□ー ドデー 
夕などノ（ックアップび取れないデータびありますの 
で、あらかじめご了をください。 

♦ ご利用にあたって 


• ソフトウェア更新中は電池パックを外さないでくだ 
さい。更新に失敗することびあります。 

• ソフトウェア更新を行ラ際は、電池をフル充電して 
おいて < ださい。 

• 次の場合はソフトウェアを更新でさません。 

-ミ南ミ舌中 

-圏外び表示されているとを 

-国際□一三ング中 

-機内モード中 

- 0 S バージョンアップ中 

-日付と時刻を正しく設定していないとを 

-ソフトウェア更新に必要な電池残量びないとを 

-ソフトウェア更新に必要な空さ容量びないとさ 

• ソフトウェア更新（ダウン□-ド、書さ換え）には 
時間びかかる場合びあります。 

• ソフトウ I ア更新中は、電話の発信、着信、各種通 
信機能およびその他の機能を利用できません。ただ 
し、ダウン□ー ド中は電話の着信び巧能です。 

• ソフトウ X アの更新の際には、サーバー（当社のヴ 
イト）へ SSL/TLS 通信を行います。 

• ソフトウェア更新は、電波び強く、電波状態アイコ 
ンび4本表示されている状態で、移動せずに実行す 
ることをおすすめします。ソフトウェアダウン□一 
ド中に電波状態び悪くなり、ダウン□ー ドび中止さ 
れた場合は、ちラー度電波状態のよい所でソフト 
ウェア更新を斤ってください。 
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• すでにソフトウェア更新済みの場合は、ソフトウェ 
ア更新のチェックを行った際に[更新の必要はあり 
ません。このままお使いください。]と表示されま 
す。 

• 国際□ーミング中、または圏外にいるときは[□一 
ミング中ちしくは圏外時は更新でをません。]と表示 
されます。 

• ソフ h ウェア更新に必要な電池残量びないとさは 
[充電不足のため更新びでさません。フル充電をして 
から再度更新を実行してください。]または[書換え 
処理び開始でをません。フル充電後に再度更新を実 
行して下さい。]と表示されます。 

• ソフトウェア更新中に送信されてさた SMS は、 

SMS センターに保管されます。 

• ソフトウェア更新の際、お客様の F -07 D 固有の情報 
(機種や製造番号など）び、自動的にサーバー（当社 
び管理するソフトウェア更新用サーバー）に送信さ 
れます。当社は送信された情報を、ソフトウェア要 
新け外の目的には利用いたしません。 

•ソフトウてア更新に失敗した場合、[書換え失敗しま 
した]と表示され、一切の操作びでさな< なる可能 
性びあります。その場合には、大変お手数ですびド 
コモ指定の故障取扱窓□までお越しいただをますよ 
ラお願いいたします。 

•円 N コードび設定されているとさは、書さ換え処理 
後の再起動の途中で PIN コード入力画面び表示され、 
円 N コードを入力する必要びあります。 

• ソフトウェア更新中は、他のアプ U ケーシヨンを起 
動しないで < ださい。 

♦ソフトウェアの自動ち新 


新しいソフトウェアを自動でダウン□ー ドし、あらか 
じめ設定した時刻に書さ換えを斤います。 

❖ソフトウェアの自動更新設定 

• お買い上げ時は、自動更新の設定び[自動で更新を 
行ラ。]に設定されています。 

1 ホーム画面で一 [本体設定]一[端末 
情報]^[ソフトウェア更新]^[ソフト 
ウェア更新設定の変更] 







2 [自動で更新を行う。]/[自動で更新を行 
わない。] 

❖ソフトウエア更新び必要になると 


ソフトウェアび自動でダウン□ードされると、ステー 
タスバーに©(ソフトウェア更新有）び表示され、書 
さ換え時刻を確認したり、変更したりでさます。 

• ©(ソフトウェア更新有）び表示された状態で書さ 
換え時刻になると、自動で書さ換えび行われ、©(ソ 
フトウェア更新有）は消えます。 

1 通知パネルを開さ、通知をタップ 

書換え予告画面び表示されます。 



書換え予告画面 


2 目的の操作を行う 

確認終了： [0 K ] 

ホーム画面に戻ります。設定時刻になると書を換 
えを開始します。 

時刻の変更： [開始時刻変更] 

予約更新^ P 已4「ソフトウェアの予約更新」 
すぐに書さ換える： [今ずぐ開始] 
即時更新^ P 日3「ソフトウェアの即時更新」 


•/巧知らせ 

-自動更新の時刻にソフトウェア更新び起動でさなかっ 
たとさは、ステータスバーに©(ソフトウェア更新 
有）び表示されます。 

• 書さ換え時刻になったとさ、ソフトウェア更新に必要 
な電池残量びない場合や通話中の場合は、ソフ h ウェ 
ア更新を開始しません。翌日の同じ時刻に再度ソフト 
ウェア更新を行います。 

-自動更新設定び[自動で更新を行わない。]の場合や 
ソフトウェアの即時更新び通信中の場合は、ソフト 
ウェアの自動更新びでさません。 

♦ソフトウェアの即時ち新 


すぐにソフトウェア更新を開始します。 

• ソフトウェア更新を起動するには書換え予告画面か 
ら超動するちまとメニューから超動するち法びあり 
ます。 

• 書さ換え中や更新中は、すべてのボタン操作び無効 
となり、書を換えや更新を中止することびでをませ 
ん /。 

〈例〉メニューか目ソフトウェア更新を起動ずる 
I ホーム画面で一 [本体設定]一[端末 
情報]^[ソフトウェア更新]^[更新を開 
始する]^[はい]^自動的に夕’ウンロー ド 
開始一夕’ウン□ー ド終了 

•ソフトウェア更新の必要びないとをには、[更新 
の必要はありません。このままお使いくださ 
し、]と表示されます。 
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9 [書換え処理を開始します]表示後、約 3 秒 
後に自動的に書き換え開始 

• [0 K ] をタップすると、すぐに書さ換えを開始 
します。 



3 夏動的に再起動-ソフトた巧新が開 



4 更新終了後、約己秒後に自動的に再起動 

ソフトウェア更新び終了すると、ホーム画面び表 
示されます。 

❖ソフトウェア更新終了をの表示 

ステータスバーに面 （ソフトウ ェア 更新び完了しまし 
た。）び表示されます。通知パネルを開いて通知をタツ 
プすると、更新完了画面び表示されます。 

•面（ソフトウェア更新び完了しました。）は、一度確 
認すると消えます。 
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♦ソフトウェアのモ約更新 


アップデートパッケージのインス I -ールを別の時刻に 
予約したい場合は、ソフトウエア更新を行ラ時刻をあ 
らかじめ設定しておをます。 

1 書換え予告画面を表示一[開始時刻変更] 

端末で自動的に設定された時刻び表示されます。 

2 時刻を入力^ [0 K ] 

❖モ約の時刻になると 


予約時刻になると書換え処理開始画面び表示され、約 
3秒後に自動的にソフトウェア更新び開始されます 
([0 K ] をタップすると、すぐにソフトウェア更新び 
開始されます)。ソフトウェア更新の予約時刻前には、 
電波の十分届 < 所でホーム画面を表示させておいて< 
ださい。 



•/巧知らせ 

-予約時刻にソフトウェア更新に必要な電池残量びない 
とさには、翌日の同じ時刻にソフトウェア更新を行い 
まず。 

• 0 S バージョンアップ中の場合、予約時刻になってち 
ソフトウェアは更新されません。 

• 予約時刻と同じ時刻にアラームなどび設定されている 
場合でを、ソフトウェア更新び実行されます。 

• 予約時刻に F -07 D の電源を切った状態の場合は、電 
源を入れた後、予約時刻と同じ時刻になったとさにソ 
フトウェア更新を行います。 














携帯電話機の比吸収率 ( SAR ) 


この機種 F -07 D の携帯電話機は、国び定めた電波の人 
体吸収に関する技術基準および電波防護の国際ガイド 
ラインに適合しています。 

この携帯電話機は、国び定めた電波の人体吸収に関す 
る技術基準^^ならびに、これと同等な国際ガイドライ 
ンび推奨する電波防護の許容値を遵守するよラ設計さ 
れています。この国際ガイドラインは世界保健機関 
( WHO ) と協力関係にある国際非電離放射線防護委員 
会（に NIRP ) び定めたものであり、その許容値は使 
用者の年齢や健康状況に関係な<十分な安全率を含ん 
でいます。 

国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許 
容値を人体頭部に吸収される電波の平均エネルギー量 
を表す比吸収率 （SAR : Specific Absorption Rate ) 
で定めており、携帯電話機に対する SAR の許容値は 
2.0 W / k 邑です。この携帯電話機の側頭部における 
SAR の最大値は 0.4 目 7 W / k 邑です。個々の製品によっ 
TSAR に多少の差異び生じることちありますび、いず 
れち許容値を満足しています。 

携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低 
限の送信電力になるよラ設計されているため、実際に 
通話している状態では、通常 SAR はよりルさい値とな 
ります。一般的には、基地局からの距離び近いほど、 
携帯電話機の出力はルさくなります。 

この携帯電話機は、側頭部!;^外の位置でち使用可能で 
す。 NTT ドコモ推奨のキヤ U ングケース等のアクセヴ 
U を用いて携帯電話機を身体に装着して使用すること 
で、この携帯電話機は電波防護の国際ガイドラインを 
満足します^ 2 。 NTT ドコモ推奨のキヤ U ングケース 
等のアクセヴ U をご使用にならない場合には、身体か 
ら].日センチけ上の距離に携帯電話機を固定でさ、金 
属部分の含まれていない製品をご使用ください。 
世界保健機関は、『携帯電話び潜在的な健康 U スクをち 
たらすかどラかを評価するために、これまで20年け 
上にわたって多数の研究び行われてきました。今日ま 
で、携帯電話使用によって生じるとされる、いかなる 
健康影響ち確立されていません。』と表明しています。 


さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保 
健機関のホームページをご参照ください。 
http :// www . who . int / docstore / peh - emf / 
publications / facts _ press / factJapanese.htm 
SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりたい 
ちは、次のホームページをご参照ください。 

総務省のホームページ 

http://www.tele.soumu.go.jP/j/sys/ele/ 

index.htm 

一般社団法人電波産業会のホームページ 
http :// www . arib - emf . or 旨/ index 02 .html 
ドコモのホームページ 

http :// www . nttdocomo . co . jp / product / sar / 

富±通のホームページ 

http://www.fmworld.net/product/phone/sar/ 

《1技術基準については、電波法関連省令（無線設備 
規則第14条の 2) で規定されています。 

《2携帯電話機本体を側頭部け外でご使用になる場合 
の SAR の測定法については、平成22年3月に国 
際規格 （ IEC 目2209 -2) び制定されましたび、 
国の技術基準については、情報通信審議会情報通 
信技術分科会に設置された電波利用環境委員会に 
て審議している段階です。（平成23年10月現在） 

♦ Declar 百 tion of Conformity 


The product " F -07 D " is declared to conrorm 
with the essential requirements of European 
Union Directive 1999/ 已 /EC Radio and 
Telecommunications Terminal Equipment 
Directive 3.1( a ), 3.1( b ) and 3.2. The 
Declaration of Conformity can be found on 
http :// www . fmworld . net / product / phone / 
doc /. 
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This mobile phone complies with the EU 
requirements for exposure to radio waves. 

Your mobile phone is a radio transceiver, 
designed and manufactured not to exceed the 
SAR* ** *** limits が for exposure to radio-frequency(RF) 
energy, which SAR* value, when tested for 
compliance against the standard was 0.84 W/ 
kg for HEAD, 0 . 已 OW/k 邑 for BODY. While there 
may be differences between the SAR* levels of 
various phones and at various positions, th ey all 
meet the EU requirements for RF ex posure. 


* The exposure standard for mobile phones 
employs a unit of measurement known as 
the Specific Absorption Rate, or SAR. 

** The SAR limit for mobile phones used by the 
public is 2.0 watts/kilogram (W/K 旨） 
averaged over ten 邑 rams of tissue, 
recommended by The Council of the 
European Union. The limit incorporates a 
substantial mar 旨 in of safety to give 
additional protection for the public and to 
account for any variations in 
measurements. 

*** Tests for SAR have been conducted using 
standard operation positions with the phone 
transmittin 邑 at its highest certified power 
level in all tested frequency bands. Although 
the SAR is determined at the highest 
certified power level, the actual SAR level of 
the phone while operating can be well below 
the maximum value. This is because the 
phone is desi 旨 ned to operate at multiple 
power levels so as to use only the power 
required to reach the network. In general, 
the closer you are to a base station 
antenna, the lower the power output. 
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♦ Federal Communications 
Commission (FCC) Notice 

• This device complies with part ] 已 of the FCC 
rules. 

Operation is subject to the following two 
conditions : 

① this device may not cause harmful 
interference, and 

② this device must accept any interference 
received, including interference that may 
cause undesired operation. 

• Chan 旨 es or modifications made in or to the 
radio phone, not expressly approved by the 
manufacturer, will void the user's authority to 
operate the equipment. 

♦ FCC RF Exposure Information 

This model phone meets the U.S. Government's 
requirements for exposure to radio waves. 

This model phone contains a radio transmitter 
and receiver. This model phone is desi 邑 ned and 
manufactured not to exceed the emission limits 
for exposure to radio frequency (RF) ener 旨 y as 
set by the FCC of the U.S. Government. These 
limits are part of comprehensive 邑山 delines and 
establish permitted levels of RF energy for the 
general population. The guidelines are based on 
standards that were developed by independent 
scientific organizations through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies. 

The exposure standard for wireless mobile 
phones employs a unit of measurement known 
as the Specific Absorption Rate (SAR). The SAR 
limit set by the FCC is 1.6 W/k 邑 . Tests for SAR 
are conducted using standard operating 
positions as accepted by the FCC with the 
phone transmittin 邑 at its highest certified 
power level in all tested frequency bands. 
Although the SAR is determined at the highest 
certified power level, the actual SAR level of the 
phone while operating can be well below the 






maximum value. This is because the phone is 
desi 旨 ned to operate at multiple power levels so 
as to use only the power required to reach the 
network. In general, the closer you are to a 
wireless base station antenna, the lower the 
power output level of the phone. 

Before a phone model is available for sale to the 
public, it must be tested and certified to prove 
to the FCC that it does not exceed the limit 
established by the U.S. government-adopted 
requirement for safe exposure. The tests are 
performed on position and locations (for 
example, at the ear and worn on the body) as 
required by FCC for each model. The highest 
SAR value for this model phone as reported to 
the FCC, when tested for use at the ear, is 
0.974 W/k 呂 ， and when worn on the body, is 
0.978 W/k 邑 . （ Body-worn measurements differ 
among phone models, depending upon available 
accessories and FCC requirements). 

While there may be differences between the 
SAR levels of various phones and at various 
positions, they all meet the U.S. government 
requirements. 

The FCC has 邑 ranted an Equipment 
Authorization for this model phone with all 
reported SAR levels evaluated as in compliance 
with the FCC RF exposure guidelines. SAR 
information on this model phone is on file with 
the FCC and can be found under the Equipment 
Authorization Search section at http:// 
www.fcc.gov/oet/ea/fccid/ (please search on 
FCC ID VQK-F07D). 

For body worn operation, this phone has been 
tested and meets the FCC RF exposure 
guidelines when used with an accessory 
designated for this product or when used with 
an accessory that contains no metal and which 
positions the handset at a minimum distance of 
1.0 cm from the body. 


《 In the United States, the SAR limit for 
wireless mobile phones used by the general 
public is 1.6 Watts/kg (W/k 邑 )， averaged over 
one 邑 ram of tissue. SAR values may vary 
depending upon national repo け in 邑 
requirements and the network band. 

This equipment has been tested and found to 
comply with the limits for a Class 日 digital 
device, pursuant to pa け ] 已 of the FCC Rules. 
These limits are desi 邑 ned to provide reasonable 
protection against harmful interference in a 
residential installation. This equipment 
generates, uses and can radiate radio frequency 
energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause 
harmful interference to radio communications. 
However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular 
installation. 

If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, 
which can be determined by turning the 
equipment off and on, the user is encouraged to 
try to correct the interference by one or more of 
the following measures: 

- Reorient or relocate the receiving antenna. 

- Increase the separation between the 
equipment and receiver. 

- Connect the equipment into an outlet on a 
circuit different from that to which the 
receiver is connected. 

- Consult the dealer or an experienced radio/ 
TV technician for help. 

♦ Important Safety Inform 百 tion 

AIRCRAFT 

Switch off your wireless device when boarding 
an aircraft or whenever you are instructed to do 
so by airline staff. If your device offers flight 
mode or similar feature consult airline staff as to 
whether it can be used on board. 
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DRIVING 

Full attention should be 邑 iven to drivin 邑 at all 
times and local laws and regulations restricting 
the use of wireless devices while driving must 
be observed. 

HOSPITALS 

Mobile phones should be switched off wherever 
you are requested to do so in hospitals, clinics 
or health care facilities. These requests are 
desi 邑 ned to prevent possible interference with 
sensitive medical equipment. 

PETROL STATIONS 

Obey all posted si 邑 ns with respect to the use of 
wireless devices or other radio equipment in 
locations with flammable material and 
chemicals. Switch off your wireless device 
whenever you are instructed to do so by 
authorized staff. 

INTERFERENCE 

Care must be taken when using the phone in 
close proximity to personal medical devices, 
such as pacemakers and hearing aids. 

Pacemakers 

Pacemaker manufacturers recommend that a 
minimum separation of ] 已 cm be maintained 
between a mobile phone and a pace maker to 
avoid potential interference with the pacemaker. 
To achieve this use the phone on the opposite 
ear to your pacemaker and does not carry it in a 
breast pocket. 

Hearing Aids 

Some digital wireless phones may interfere with 
some hearing aids. In the event of such 
interference, you may want to consult your 
hearing aid manufacturer to discuss 
alternatives. 

For other Medical Devices : 

Please consult your physician and the device 
manufacturer to determine if operation of your 
phone may interfere with the operation of your 
medical device. 
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輸出管理規制 


本製品及び付属品は、日本輸出管理規制 （ r 外国為替及 
びが国貿易法」及びその関連法令）の適用を受ける場 
合びありまず。また米国再輸出規制 （Export 
Administration Regulations ) の適用を受けます。 
本製品及び付属品を輸出及び再輸出する場合は、お客 
様の責任及び費用負担において必要となる手続さをお 
取りください。詳しい手続きについては経済産業省ま 
たは米国商務省へお問合せください。 


知的財産権 


♦著作権•肖像権 


お客様び本製品を利用して撮影またはインターネット 
上のホームページからのダウン□ー ドなどにより取得 
した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第王者び著 
作権を有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引 
用など著作権法上認められた場合を除さ、著作権者に 
無断で複製、改変、公衆送信などはでさません。 

実演や興行、展示物などには、私的使用目的であって 
ち撮影または録音を制限している場合びありますので 
ごを意ください。 

また、お客様び本製品を利用して本人の同意なしに他 
人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の 
同意なしにインターネット上のホームページに掲載す 
るなどして不特定多数に公開することは、肖像権を侵 
害する恐れびありますのでお控えください。 







♦商標 


本書に記載されている会社名や商品名は、各社の商標 

または登録商標です。 

•「 FOMA 」 r i モード」 r i アプ U」 「 i モーション」 
「デ〕メール®」「おまかせ□ック 」 fmoperaj 
「mopera U 」 「おサイフケータイ」「公共モード」 
「マチキャラ」「エ U アメール」 rsp モード」「声の宅 
配便」は NTT ドコモの商標または登録商標です。 

• 「キャッチホン」は日本電信電話株式会社の登録商標 
です。 

• McAfee ®、 マカフィー⑥は米国法人 McAfee , Inc . 
またはその関係会社の米国またはその他の国におけ 
る登録商標です。 

• □ヴィ、 Rovi 、 G ガイド、 G - GUIDE 、 G ガ 
イドモバイル、 G-GUIDE MOBILE 、 およ 


び G ガイド関連□ゴは、米国 Rovi Corporation およ 
び/またはその関連会社の日本国内における商標ま 
たは登録商標です。 

• 本製品は Adobe Systems Incorporated の 
Adobe ® Flash ® Player を搭載しています。 

Adobe Flash Player Copyright © 1996-2012 
Adobe Systems Incorporated . All rights 


reserved . 

Adobe 、 円 ash および Flash 
Lo 邑〇は 、 Adobe Systems 
Incorporated (ア K ビシステ 


ADOBE. I 

Em FLASH'PLAYErI 


ムズ社）の米国ならびにその他の国における登録商 
標または商標です。 

• 本製品は、株式会社 ACCESS の NetFront 


Browser . NetFront Document Viewer を搭載し 


ています。 

ACCESS 、 ACCESS □ユ Net 杆 ont は、曰本国、 
米国、およびその他の国における株式会社 ACCESS 
の登録商標または商標です。 

Copyrights 2012 ACCESS CO ., LTD . All rights 

「巨 s 巨 rv 已 d . 


ACCESS— NetFront 


•「 ATOK 」 は株式会社ジャストシステムの 
登録商標です。 「 AT 0 K 」 は、株式会社 
ジャストシステムの著作物であり、その 
他権利は株式会社ジャストシステムおよ 
び各権利者に帰属します。 

• 。はフェ U カネットワークス株式会社の登録商標で 
す。 

• Fel に a は、ソニー株式会社の登録商標です。 

• QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標 
です。 


八‘しこ 

AT0 K 


W/obile 


I StationMobile ® は 


株式会社ピクセラの Station^ 

登録商標です。 

> Twitter および Twitter □コ'は Twitter , Inc . の商標ま 
たは登録商標です。 

> microSDHC □コ'は SD -3 C , LLC の商標で 
す。 

> Microsoft ®. Windows®、Windows Media ® 
Windows Vista ®、 PowerPoint ® は、米国 


m 製 


Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 


おける商標または登録商標です。 

• Microsoft Excel、Microsoft Word は、米国の 
Microsoft Corporation の商品名称です。本書では 
Excel 、 Word のように表記している場合びありま 


す。 

•本書では各 0 S (日本語版）を次のよラに略して表 
記しています。 

- Windows 7は、 Microsoft ® Windows ® 7 
( Starter、Home Basic、Home Premium 、 
Professional ' Enterprise 、 Ultimate ) の略で 
す。 

- Windows Vista は 、 Windows Vista ⑥ （Home 
Basic、Home Premium 、 Business 、 


Enterprise 、 Ultimate ) の略です。 

Windows XP は、 Microsoft ® Windows ® XP 


Professional operating system または 
Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 


operating system の田各です。 
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• Goo 邑 le および Goo 邑 lend '、 Android および 
Android □コ '、 Android マーケツトおよび Android 
マーケット□ユ Gmail および Gmail □ユ Google 
Latitude 、 YouTube および YouTube □ユ 

円 casa は、 Google , Inc . の登録商標です。 

• Bluetooth ® とその□コ'マークは 、 Bluetooth SIG , 
INC の登録商標で、株式会社 NTT ドコモはライセン 
スを受けて使用しています。その他の商標および名 
称はそれぞれの所有者に帰属します。 

. 就导夕は 、 SRS Labs , Inc . の商標です。 

TruMediaTM 技術は 、 SRS Labs , Inc . CfC ぶ > 

からのライセンスに基づさ製品化され 

ています。 

•「 UD 新丸ゴ」は、株式会社モ U サワより提供を受け 
ており、フオントデータの著作権は同社に帰属しま 
す。 

• Wi - Fi ®、 Wi-Fi Alliance ®、 WMM ®、 Wi - Fi □コ'およ 
び Wi-Fi CERTIFIED □コ'は Wi-Fi Alliance の登録商 

ホ西ァ'す 

• Wi-Fi CERTIFIED ™, WPA ™, WPA 2 tm および Wi - 
Fi Protected SetupTM は Wi-Fi Alliance の商標で 
す。 

• AOSStm は株式会社バッファ□-の商標です。か||,)) 

• DLNA ®、 DLNA □コ'および DLNACERTIFIEDtm 
は 、 Digital Livin 邑 Network Alliance の商標です。 
DLNA ®, the DLNA Logo and DLNA 
CERTIFIED ™ are trademarks , service marks , or 


certification marks of the Digital Living 


Network Alliance . 

本機の DLNA 認証は冨±通株式会社び取得しました。 


• OBEXtm は 、 Infrared Data Association ⑥ 
の商戶でず 

• その他、本書に記載されている会社名や商 
品名は、各社の商標または登録商標です。 


I BBBrBlData 
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♦その他 


• 本製品の一部分に、 Indep 飢 dent JPEG Group び 
開発したモジュールび含まれています。 

• Fel に a は、ソニー株式会社び開発した非接触にカー 
ドの技術ち式です。 

• SRS TruMediaTM は、携帯電話やポータブル•メ 
ディア .プレーヤーなどモパイルデパイスのために 
特に調整されたプレ三アム-オーディオ-ソリュー 
ションで、映画館にいるよラな臨場感あふれるサラ 
ウンド.ヘッドフォン機能と共に、深く、豊かな低 
音を提供します。 

• 本製品は、 MPEG -4 Visual Patent Portfolio 
License に基づさライセンスされており、お客様び 
個人的かつ非営利目的においてけ下に記載する場合 
においてのみ使用することび認められています。 

- MPEG -4 Visual の規格に準拠する動画や i モー 
ション （1；^ 下、 MPEG -4 Video ) を記録する場合 
-個人的かつ営利活動に従事していない消費者に 
よって記録された MPEG -4 Video を再生する場合 
- MPEG - LA よりライセンスを受けた提供者により 
提供された MPEG -4 Video を再生する場合 
プ□モーション、社内用、営利目的などその他の 
用途に使用する場合には、米国法人 MPEG LA ， 
LLC にお問い合わせください。 

•本製品は、 AVC ポートフォ U オライセンスに基づ 
き、お客様び個人的に、且つ非商業的な使用のため 
にの AVC 規格準拠のビデオ似下 「 AVC ビデオ」 
と記載します）を符号化するライセンス、および/ 
または川） AVC ビデオ（個人的で、且つ商業的活 
動に従事していないお客様により符号化された AVC 
ビデオ、および/または AVC ビデオを提供すること 
についてライセンス許諾されているビデオプ□バイ 
ダーから入手した AVC ビデオに限ります）を復号す 
るライセンスび許諾されております。その他の使用 
については、黙示的にち一切のライセンス許諾びさ 
れておりません。さらに詳しい情報につい口ま、 
MPEG LA , LL . C . から入手でをる可能性びありま 
す。 

http :// www . mpegla.com をご参照ください。 




•本製品は、 VC -1 Patent Po け folio License に基づ 
さ、お客様び個人的に、且つ非商業的な使用のため 
にの VC -1 規格準拠のビデオ化^下 rvc -1 ビデ 
才」と記載します）を符号化するライセンス、およ 
び/または川） VC -] ビデオ（個人的で、且つ商業 
的活動に従事していないお客様により符号化された 
VC -] ビデオ、および/または VC -] ビデオを提供す 
ることについてライセンス許諾されているビデオプ 
□バイダーから入手した VC -1 ビデオに限ります） 
を復号するライセンスび許諾されております。その 
他の使用については、黙示的にち一切のライセンス 
許諾びされておりません。さらに詳しい情報につい 
ては、 MPEG LA , L . LC . から入手できる可能性びあ 
ります。 

http :// www . mpe 旨 la.com をご参照ください。 

• お買い上げ時、辞書データ「デイ U —曰中英•中曰 
英辞典（池田巧監修/王省堂編修所編)」と「デイ 
1」一日中英3か国語会話巧巧（池田巧•胡興智監修 
/王省堂編修所編）[簡易版]」び端末本体メモ1」に 
インス I -ールされています。 

また、次の辞書データをダウン□ー ドすることびで 
さます。 

〈岩波書店〉 

広辞苑第六版（新村出編） 

〈研究社〉 

U —ダーズ英和辞典第2版け公田徳一郎編） 

新和英中舌辛典第已版 (Martin Collick、David P . 
Dutcher 、 田辺宗一、金モ稔編） 

〈自由国民社〉 

現代用語の基礎知識 20]] 年版（自由国民社編） 

〈ル学館〉 

家庭医学館（総編集柳下徳雄/服部光男/岡島重 
孝/ル学館.家庭医学館編集委員会） 

〈大修館書店〉 

新漢語林 MX (鎌田正、米山寞太郎著） 

みんなで国語辞典③あふれる新語（化原保雄編著/ 
「ちっと明鏡」委員会編集） 

KY 式日本語（化原保雄編著/「ちっと明鏡」委員会 
編集） 

問題な日本語（化原保雄編（化原保雄、ル林賢次、 

砂川有里子、鳥飼を二、矢澤真人執筆)） 

築地魚河岸ことばの話（生田與克、冨岡一成著） 


〈角川学芸出版〉 

角川類語新巧巧（大野晋、お西正人著） 

〈王省堂〉 

デイ1」^曰仏英•仏日英辞典けが公定史監修/王省 

デイ U — 曰独英•独日英巧巧（お辺学監修/兰省堂 
編修所編） 

デイ1」一曰韓英-韓曰英辞典（福井お-尹亭仁監修 
/王省堂編修所編） 

デイ1」一日西英•西日英辞典（上田博人、アントニ 
才-ルイズ-ティノコ監修/王省堂編修所編） 
デイリー曰伊英•伊日英辞典（藤村昌旧監修/王省 

デイ U —日中英3か国語会話辞典（池田巧•胡興智 
監修/兰省堂編修所編） 

デイ U —曰韓英3か国語会話辞典（尹亭仁監修/= 

デイ U —日仏英3か国語会話辞典けが公定史監修/ 
王省堂編修所編） 

デイ U —曰独英3か国語会話辞典（ミ度辺学監修/云 

デイ U —日西英3か国語会話辞典（山村ひろみ監修 
/兰省堂編修所編） 

デイ U —曰伊英3か国語会話辞典（藤村昌旧監修/ 
=省堂編修所編） 
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♦ Adobe ® 円 ash ⑧ Player エンドユー 
ザ-ライセンス契約 


の a prohibition a 邑却 nst distribution and copying , 
( ii ) a prohibition against modifications and 
derivative works , (川 ） a prohibition against 
decompiling , reverse engineering , 
disassembling , and otherwise reducing the 
software to a human-perceivable form , ( iv ) a 
provision indicating ownership of the Software 
by Partner and its suppliers , ( v ) a disclaimer of 
indirect , special , incidental , punitive , and 
consequential damages , and ( vi ) a disclaimer of 
all applicable statutory warranties , to the full 
extent allowed by law , a limitation of liability not 
to exceed the price of the Integrated Product , 
and/or a provision that the end user's sole 
remedy shall be a right of return and refund , if 
any , from Partner or its Distributors . 
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♦才ープンソースソフトウエア 


• 本製品には、 Apache License V 2.0 に基づきライ 
センスされるソフトウエアに当社び必要な改変を施 
して使用しております。 

• 本製品には、 GNU G 飢 eral Public License 
( GPU . GNU Lesser General Public License 
( LGPL )、 その他のライセンスに基づくソフトウエ 
アび含まれております。ライセンスに関する詳細は、 
[本体設定]^ [端末情報]^ [法的情報]^ [オー 
プンソースライセンス]をご参照ください。 

• 本製品で使用しているオープンソースソフトウエア 
のソース〕ードは、 GPL ( http :// www . gnu . org / 
licenses / old - licenses / 邑 pi - 2.0 . html )、 LGPL 
( http ://\ AAAA / v . 邑 nu . or 邑 / licenses / I 邑 pl -2. ] . html ) 、 
EPL ( http :// www . eclipse . org / legal / epl - 
vl 0. html )、 MPL ( http :// www . mozilla . org / 
MPL / MPL -1. l . html )、 CPL ( http :// 
www . eclipse . or 邑 / le 邑副 / cpi - v ] 0. html ) の規定に 
従い開示しております。詳細についてはツ下のサイ 
卜の本製品に関する情報をご参照ください。 
http :// www . fmworld . net / product / phone / sp / 
android / develop / 





ブラウザ . 

画面の操作 . 

Web サイトの表示.. 

ホーム画面 . 

保証 . 


マイプ□フイール 

編集 . 

無線とネットワーク.. 

メール . 

文字入力 

キーボード . 

輸出管理規制 . 


電池 

充電 

電池パックの取り付け/取りがし 
電話 

受ける . 

かける . 

緊急通報 . 

通話音量 . 

電話帳 

インポート . 

エクスポート . 

検索 . 

コミュニケーシヨン . 

削除 . 

電話帳リスト . 

胃録 . 

プ□フィ ー ル画面 . 

編集 . 

電話帳 コピーツール . 

ドコモ miniUlM 力ード 

暗証番号 . 

取り付け/取り外し . 


卓上ホルダ巧電設定 

タッチパネル . 

通知アイコン . 

通話履歴 . 

テザリング . 

デバイス管理 . 

電源 ON / OFF … 


機能名やキーワードを列挙した索引には、「五十音目 
次」としての機能もあります。なお、「登録」「削除」 
などの操作については、まず]階層目（太字）の機能 
名やキーワードで検索したのち、2階層目の索引項目 
から探してください。 


アクセスポイント . 39 

アフターサービス . 50 

アプリケーションメニュー . 33 

エリア メール . 4 己 

オプション•関連機器 . 47 

緊急速報「エリアメール」 . 4 己 

充電 . 23 

初期設定 . 26 

ステータスアイコン . 27 

ステータスバー . 26 

設定メニュー . 39 

ソフトウ王ア更新 . 51 

g 動更新 . 52 

即時更新 . 己 3 

予約更新 . 54 


八巧 
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英数字-記号 


APN . 

E メール . 

Gmail . 

microSD 力ード . 

取り付け/取り外し 
mopera U 
アクセスポイント… 

PIN コード . 

SAR . 

SMS . 

SP モード . 

SP モードメール . 

USB テザリング . 

Wi - Fi 機能 . 

Wi - Fi テザリング ........ 


94511 015404202 
34422 43己444444 
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ご契約内容の確認*変更、各種サービスのお申込、 
各種資料請求をオンライン上で承っております。 

パソ〕ンか 5 My docomo 

(http://www.mydocomo.com/) 
各種お申込-お手続さ 

※パソコンか5ご利用になる場合 、 [docomo D / パスワード」 
び必要となります。 

《 「 docomo の/パスワード」をお持ちでない方•お忘れの方 
は、本書裏面の「総合お問い合わせ先」にご相談ください。 

《ご契約内容によりご利用になれない場合びあります。 
※システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合び 
あります。 


マナーもいつしょに携帯しましょ 


こんな場合は必ず電源を切りましょう 
■ 使用禁止の場巧にいる場合 

航空機内、病院内では、必ず本端末の電源を切って 
ください。 

《医用電気機器を使用しているでびいるのは病棟 
内だけではありません。□ビーや待合室などで 
ち、必ず電源を切ってください。 

■ 満員電車の中など、植込み型/。臓ペース 
メーカおよび植込み型除細動器を装着した 
方が近くにいる可能性がある場合 


植込み型/じ臓ペースメーカおよび植込み型除細動器 
に悪影響を与える恐れびあります。 


こんな場合は公共モードに設定しましよう 

■ 運転中の場合 


象となります。 

ただし、傷病者の救護または公共の安全の維持な 
ど、やむを得ない場合を除さます。 

■劇場-映画館-美術館など公共の場所にい 
る場合 

静かにするベを公共の場所で本端末を使用すると、 
周囲のちへの迷惑になります。 


使用ずる場所や声-着信音の大きさに注意 
しましよラ 

■ レストランやホテルの□ビーなどの静かな 
場所で本端末を使用する場合は、声の大さ 
さなどに気をつけましよう。 

■街の中では、通行の妨げにならない場所で 
使用しましよう。 

プライバシーに配慮しましよう 
A カメラ付さ携帯電話を利用して撮影や画像送 
I 信を行う際は、プライバシーなどにご配慮く 
:ださい。 


こんな機能が公共のマナーを守ります 

かかってさた電話に応答しない設定や、本端末から 
鳴る音を消す設定など、便利な機能びあります。 
•公共モード（ドライブモード/電源 OFF ) 
電話をかけてさた相手に、運転中わし<は携帯電 
話の利用を控えなければならない場所にいる旨の 
ガイダンス、または電源を切る必要びある場所に 
いる旨のガイダンスび流れ、自動的に電話を終了 
します。 

•バイブ 

電話びかかってさたことを、振動でお知らせしま 
す。 

•マナーモード 

着信音や操作音など本端末から鳴る音を消すこと 
びでさます。 

音の種類ごとに音量とバイブレーションを設定す 
ることちでをます。 

※ただし、シャッター音は消せません。 

そのほかにち、留守番電話サービス、転送でんわ 
サービスなどのオプションサービスび利用でさます。 

n _ n 


この印刷物は u サイクルに配慮されて製本されていま 
す。不要となった際は、回収、 U サイクルに出しま 
しよつ。 








総合お問い合わせ巧 
<ドコモインフオメーシヨンセンター> 


巧障お問い合わせ巧 


■ ドコモの携帯電話か5の場合 


■ ドコモの携帯電話からの場合 

凸（局きなしの） 1 已 1 (無料） 


凸（局きなしの） 113 撫料） 

※一般電話などか5はご利用になれません。 


※一般電話などか5はご利用になれません。 

■一般電話などからの場合 


■一般電話などからの場合 

函 0120 ぶ 00 -000 


函 0120 ぶ 00 -000 

※一部の IP 電話からは接続できない場合があります。 


※一部の IP 電話からは接続できなし嗎合があります。 

受付時間午前 9 : 00〜 午後 8 : 00 (年中無休） 


受付時間 24 時間（年中無休） 

♦番号をよくご確認の上、お間違いのないよラにおかけください。 

♦各種手続さ、故障•アフターサービスについては、上記お問い合わせ巧にご連絡いただくか、ドコモホームページにてお近くのドコモショップ 

などにお問い合わせください。 

ドコモホームぺージ http :// www . nttdocomo . co . jp / 



海かでの紛失、巧難、精算などについて 

1 1 

海かでの巧障について 

〈ドコモインフオメーシヨンセンター〉に 4 時間受付） 

1 1 

〈ネットワークオペレーシヨンセンター > に 4 時間受付） 


•ドコモの携帯電話か5の場合 


浦在国の国際電話 
アクセス番号 


-81-3-6832-6600* (無料) 


* 一般電話などでかけた場合には、日本向け通話料びかかります。 
《 F -07 □か5ご利用の場合は、+81 -3 -己832-己已00でつなびりまず 
( 「+」は「0」を1秒 LU 上タッチしまず)。 


•ドコモの携帯電話か5の場合 


ミ帯在国の国際電話 
アクセス番号 


-81-3-6718-1 41 4* (無料) 


* 一般電話などでかけた場合には、日本向け通話料びかかります。 
《 F -07 □か6ご利用の場 S ホ、+81 -3 -已71 8-1 414でつなびります 
( 「+」は「0」を1砂 LU 上タッチしまず)。 


♦一般電話などか5の場合〈ュニゾ K - ヴルナン/ (-> 


ュニバーサルナンバー用 
国際識別番号 


-8000120-0151 


お帯在国内通話料などびかかる場合びあります。 

※主要国の国際電話アクセスま号/ユニノ (ーヴルナンノ (一用国際識別ま号 
については、ドコモの「国際ヴービスホームぺージ」をご覧ください。 


♦一般電話などか5の場合〈ュニゾ K - ヴルナン/ (-> 


ユニバーサルナンバー用 
国際識別番号 


-8005931-8600* 


お帯在国内通話料などびかかる場合びあります。 

※主要国の国際電話アクセスま号/ユニノ (ーヴルナンノ (一用国際識別ま号 
につい口ま、ドコモの個際サービスホームぺージ」をご覽ください。 


♦紛失•涩 i などにあわれた5、速やかに利用中斷手続ををお取りください。 

♦お客様び購入された端末に巧障び発をした場合は、ご帰国繳こドコモ指定の故障取扱窓口へご持参くださし、。 


GD マナーもいっしょに携帯しましょう。 

义 〇公共の場所で携帯電話をご利用の際は、周囲の方へのむくばりを忘れずに。 


锡 

Li-ion 00 


環境保全のため、不要になった電池は 
NTT ドコモまたは代理店、リサイクル 
協力店などにお持ちください。 


L VEGETABLE 
WL INK 


販売元株式会社 NTT ドコモ 
製造元富±通株式会社 


’11.12 (1 版) 
CA 92002 -7720 

















